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は　し　が　き

　この年報は、令和２年４月１日現在における伊勢原市消防の諸般の事項を集録して現
勢を明らかにし、消防の実態を紹介するとともに、将来の参考に資するために編集した
ものです。
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市の花　ききょう

市の木・市の花・市の鳥

市の木　しい

市　章

　昭和４７年３月１日に制定されました。

　緑の伊勢原にふさわしい美しい緑の環境をつく

り、市民の日常生活にゆとりと豊かさを与えるとと

もに、本市のシンボルとして歴史的存在意義を象徴

し、かつ市民性を表現する「市の木、市の花、市の

鳥」を制定し、もって愛樹、愛花、愛鳥思想の普及

啓発をはかる趣旨のもとにつくられました。

　昭和３２年９月１日に制定されました。

　「イセ」の文字を図案化したもので、伊勢原を象

徴し、円は市政の円満を意味し、「 ）（ 」は市政

の限りない発展を表わしています。

市の鳥　やまどり
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□ 位置・地勢・自然

令和２年４月１日現在

□ 面積、人口、世帯数

□ 沿　革

　伊勢原の歴史は古く、今からおよそ８千年～１万年前の縄文時代には、すでに人々が
生活を営んでいました。その遺跡は、現在、三ノ宮郷土博物館などで見ることができま
す。
　８世紀に仏教の東国普及に伴って、日向薬師や大山寺が創建され、奈良時代に入ると
市内を古東海道が通り、笠窪に箕輪駅がおかれました。また、平安時代にかけては、相
模国の中央にそびえる大山は、霊峰大山とたたえられ山岳信仰の地として栄えました。
　鎌倉時代には、源頼朝の幕府の成立に力のあった岡崎氏、石田氏、糟屋氏などの武家
がこの地を治めました。続く、南北朝・室町・戦国時代には、上杉氏が栄え、江戸城の
築城で有名な太田道灌は、伊勢原でその生涯を遂げています。
　江戸時代、三代将軍家光のころから、伊勢原は大山参りの宿泊地として栄え、そのこ
ろ、千手ケ原に伊勢の国から移住した人々の干拓が始まり、伊勢原と呼ばれるようにな
りました。
　明治２２年、町村制が施行され、数々の村が生まれ、さらに昭和２９年、２町４カ村
が合併して、伊勢原町が誕生。その後、農業中心の町から徐々に内陸型の工業が栄え、
近代都市へと生まれ変わり、昭和４６年３月１日に、県下１５番目の市政を施行しまし
た。

伊勢原市の概要

面　　積

５５．５６k㎡ １０２，０４６人

　伊勢原市は神奈川県のほぼ中央部、東京から５０㎞、横浜から４５㎞、東経１３９度
１９分０４秒、北緯３５度２３分５８秒の位置にあります。周囲には北東を厚木市、西
を秦野市、南を平塚市に接し、東西９，９８０m、南北７，２８０m、総面積５５．５６
k㎡となっています。
　総面積の約３５％が山林原野によって占められている本市では、起伏のある地形と豊
かな緑が自然条件の特徴です。北西は、険しい丹沢山塊の一角をなす大山（標高
1,251.7m）を頂点とする丘陵が東南に広がり、平坦部は、浸食作用による谷戸が多く、
東部に平野がひらけています。
　また、市内には大山山系を源とする鈴川、善波川、日向川、歌川及び渋田川が流れ、
灌漑用水として利用されています。

人　　　　口

男　５１，７６２人

女　５０，２８４人

世　帯　数

４５，８９２世帯
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昭和 29 12 01 ・2町4か村により伊勢原町発足
〃 〃 〃 ・伊勢原町消防団設置、6分団52部、定員1,608名
〃 〃 〃 ・初代消防団長 北村 駒治氏就任

31 10 01 ・岡崎村の一部が分村合併、分団長以下32名が編入し7分団54部1,640名となる。

32 01 01 ・各分団の人員比例を考え、団員定数1,055名に改正する。

〃 12 13 ・初代消防団長 北村 駒治氏退団

33 〃 14 ・二代消防団長 舞出 秀雄氏就任

34 10 07 ・伊勢原町東大竹434番地伊勢原町農協精米所より出火 建物398㎡焼失

〃 12 14 ・二代消防団長 舞出 秀雄氏退団

35 〃 15 ・三代消防団長 鈴木 宗太郎氏就任

36 01 01 ・団員定数を834名に改正し、7分団を6分団54部とする。

〃 06 30 ・伊勢原町池端92番地精麦工場より出火 焼失面積2,750㎡

37 12 05 ・伊勢原町日向1,610番地で4棟全焼 焼失面積324㎡

〃 〃 14 ・三代消防団長 鈴木 宗太氏退団

〃 〃 15 ・四代消防団長 山本 益治氏就任

38 04 01 ・伊勢原町石田677番地で住宅2棟全焼 焼失面積241㎡
〃 10 28 ・消防審議会初会合を開催し、会長に北村 駒治氏、代理者に加藤 宗兵衛氏が互

  選され、石井町長より「伊勢原町消防制度改善問題」について諮問せられ、国
  の消防力の基準の上に立って、本町の態容、財政力および集落地形などを勘案
  しての消防制度改善方策の審議が開始された。

39 12 09 ・消防審議会から改善答申書が提出された。

40 04 01 ・消防団長 山本 益治氏再任、団員の定数を581名に改正

〃 08 〃 ・常備消防職員として消防士2名を採用

〃 11 〃 ・消防士1名を採用
〃 12 28 ・消防ポンプ自動車（ニッサンFR40）1台を購入し、総務課消防防災係に配備、

　第1分団員10名を特命し消防士2名と共に常備部として活動せしめた。

41 03 25 ・消防職員の定数を20名と定めた。

〃 04 01 ・消防士3名を採用

〃 〃 〃 ・伊勢原町消防本部設置

〃 〃 〃 ・初代消防長 横山 久男氏、消防課長 萩原 三郎氏就任、消防長以下9名となる。

〃 07 01 ・消防士2名を採用
〃 10 01 ・神奈川県消防学校 秋本 芳男氏の派遣を受け、向う1年間の創設業務及び教養を

　担当せしめた。
〃 11 01 ・昼夜二交替勤務開始

〃 〃 23 ・超短波無線局を開設

42 01 22 ・大山で山火事34ha焼失

〃 02 01 ・消防運営委員会発足

〃 〃 〃 ・消防士1名採用

〃 04 01 ・消防団長 山本 益治氏再任
〃 〃 〃 ・伊勢原町消防署を設置。県派遣職員 秋本芳男氏を初代消防署長に任命し、

　町長部局より事務吏員が1名出向する。
〃 〃 〃 ・消防士5名を採用し、消防長以下19名となる。

〃 06 01 ・消防士2名を採用

〃 07 04 ・日本消防協会より救急車の寄贈を受け、救急業務を開始する。

〃 08 31 ・初代消防長 横山 久男氏退職

〃 09 01 ・二代消防長 内海 弁次氏就任
〃 〃 〃 ・消防署長 秋本 芳男氏県へ帰任につき、二代消防署長 萩原 三郎氏就任

　消防長以下20名となる。

42 10 01 ・消防職員定数35名に改正

〃 12 01 ・消防士1名を採用

〃 〃 05 ・水槽付消防ポンプ自動車（貯水量2t）1台購入し、消防署の主力ポンプとした。

変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

昭和 43 01 01 ・消防士2名を採用

〃 04 01 ・消防士5名を採用、消防長以下28名となる。

〃 06 01 ・町長部局より事務吏員1名出向

〃 〃 05 ・消防庁舎落成、敷地面積1,927㎡、建物延面積870㎡

〃 〃 〃 ・伊勢原町消防本部・署・団本部を田中839番地に設置

〃 03 31 ・四代消防団長 山本 益治氏退団

44 04 01 ・五代消防団長 高崎 元治氏就任。消防団組織の改善と機動化に着手する。

〃 〃 〃 ・消防士2名を採用、消防長以下33名となる。

45 04 01 ・消防士2名を採用

〃 09 08 ・日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車が寄贈される。

46 02 01 ・消防士1名を採用

〃 03 01 ・市制施行により、伊勢原市消防本部・消防署・消防団となる。

〃 04 01 ・消防団長 高崎 元治氏再任

〃 〃 〃 ・消防団組織と定員を改正し、6分団30部423名となる。

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向、消防士2名採用

〃 11 03 ・元消防団長 北村 駒治氏　叙勲 勲五等瑞宝章を賜る。

〃 12 10 ・消防士1名を採用

47 04 01 ・市長部局より事務吏員1名出向、消防士7名採用

〃 〃 29 ・元消防副団長 陶山 悌造氏　叙勲 勲六等瑞宝章を賜る

〃 11 20 ・救急車を購入し消防署に配備

48 01 01 ・消防士2名を採用

〃 03 31 ・二代消防長 内海 弁次氏退職

〃 04 01 ・三代消防長事務取扱 横溝 利和氏就任（助役兼務）

〃 〃 〃 ・消防団長 高崎 元治氏再任

〃 〃 〃 ・消防士6名を採用、消防長以下49名となる。

〃 11 22 ・第1分団第1部に水槽付消防ポンプ自動車を配備

49 01 01 ・消防士2名を採用、消防長以下51名となる。

〃 04 01 ・消防士2名を採用
〃 08 22 ・はしご付消防ポンプ自動車（32m）と消防ポンプ自動車（ニッサンBD-Ⅰ型）

　を購入し、都市化に備え消防力の充実を図った。

〃 09 01 ・消防署組織改正により係制となる。甲部乙部隊を警備第1係、第2係に改める。

〃 〃 〃 ・特科分隊発足

〃 12 03 ・消防士1名を採用、消防長以下54名となる。

50 04 01 ・四代消防長 萩原 三郎氏就任

〃 〃 〃 ・三代消防署長 亀井 博氏就任

〃 〃 〃 ・消防士2名を採用、消防長以下55名となる。

〃 07 01 ・市長部局より事務吏員1名出向、消防長以下56名となる。

〃 08 20 ・日本船舶振興会より小型動力ポンプ付積載車を寄贈される。

51 03 03 ・財団法人日本消防協会より表彰旗を受賞

〃 〃 20 ・日本自動車工業会より救急自動車を寄贈される。

〃 〃 31 ・五代消防団長 高崎 元治氏退団

〃 04 01 ・六代消防団長 小泉 留吉氏就任

51 04 01 ・事務吏員1名市長部局へ帰任
〃 〃 〃 ・消防士1名を採用、消防長以下56名となる。
〃 〃 〃 ・テレホンサービスとカードダイヤルにより市民サービス及び通信の迅速化を

　図る。

〃 11 03 ・元消防団長 舞出 秀雄氏　叙勲 勲六等瑞宝章を賜る。

52 04 01 ・消防士2名を採用、消防長以下58名となる。消防職員定数58名に改正

〃 04 29 ・元消防副団長 宮崎 忠夫氏　叙勲 勲七等青色桐葉章を賜る。

〃 〃 〃 ・元消防副団長 青木 善氏　叙勲 勲七等青色桐葉章を賜る。
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

昭和 52 08 ・第6回消防救助技術関東地区指導会 ロープ登はんの部出場

〃 11 10 ・小型動力ポンプ付積載車2台の購入配置をもって消防団機動化完了

〃 12 26 ・救助工作車を購入し、中高層建築物等に対する救助体制の強化を図る。

53 04 01 ・市長部局より事務吏員1名出向、消防士2名を採用。消防職員定数を60名に改正

〃 08 ・第7回消防救助技術関東地区指導会 ロープ登はんの部出場

〃 11 30 ・幹部仮眠室・厨房・増改築（27㎡）

〃 12 22 ・指揮車と査察広報車を購入し、消防指揮並びに予防消防の充実を図った。

54 01 01 ・市長部局より事務吏員1名出向

〃 03 31 ・六代消防団長 小泉 留吉氏退団

〃 04 01 ・七代消防団長 中村 稔氏就任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員2名出向、消防士2名を採用。消防職員定数を62名に改正

〃 〃 〃 ・消防団組織を改正し、6分団28部とした。

55 03 14 ・日本損害保険協会より救急自動車が寄贈される。

〃 〃 22 ・消防団出動無線サイレン吹鳴装置を設置し、消防団員出動の適正化を図った。

〃 08 ・第9回消防救助技術関東地区指導会 ロープ応用登はんの部出場

〃 09 03 ・日本損害保険協会より化学消防ポンプ自動車が寄贈される。

〃 11 28 ・第6分団第4部の消防ポンプ自動車を更新

〃 12 17 ・水そう付消防ポンプ自動車を購入し、初期消火体制の強化充実を図った。

56 04 01 ・消防士2名を採用、職員定数を75名に改正

〃 06 17 ・消防団員の福利厚生面の充実を図り、初めての健康診断を実施

〃 〃 20 ・可搬式泡放水砲を購入し、特殊可燃物消火体制の整備を図った。

〃 09 01 ・消防士5名を採用、消防長以下67名となる。

57 01 19 ・消防署仮称第1号分署に、CD-Ⅰ型消防ポンプ自動車を配置

〃 02 01 ・消防署長 亀井 博氏市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・四代消防署長 喜多野 昌男氏就任

〃 03 18 ・消防署仮称第1号分署にB3級台車付小型動力ポンプを配置

〃 04 01 ・事務吏員2名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・八代消防団長 石田 昭治氏就任

〃 〃 〃 ・消防署南分署・コミュニティ防災センターを開設

〃 〃 〃
・消防署の組織改正により課制とし、警備第1係・第2係を
　警防1課・2課に改める。

〃 〃 〃 ・特科分隊を救助分隊に改め、専任救助隊員として編成する。

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員2名出向、消防士6名を採用、消防長以下72名となる。

〃 〃 〃 ・消防団組織と定員を改正し、6分団27部335名となる。

〃 05 10 ・日産テクニカルセンターより救急自動車の寄贈を受ける。

〃 12 21 ・消防署南分署に訓練塔を設置し、訓練施設の充実を図った。

58 05 01 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員3名出向、消防長以下75名となる。

〃 〃 〃 ・消防本部組織改正により警防係を防災係に改める。

〃 11 03 ・元消防副団長 杉崎 利之氏　叙勲 勲七等青色桐葉章を賜る。

〃 12 23 ・防災指令車を購入し、火災等の指揮本部の明確化を図った。

59 04 01 ・事務吏員1名市長部局へ帰任、消防吏員1名を市長部局へ異動

〃 〃 〃 ・消防団長 石田 昭治氏再任

〃 〃 〃 ・消防士2名を採用、消防長以下74名となる。

〃 〃 29 ・元消防団長 山本 益治氏　叙勲 勲六等瑞宝章を賜る。

〃 10 12 ・消防本部へ防災資機材運搬車を配備

〃 〃 30 ・第2分団第1部の消防ポンプ自動車を更新

〃 11 13 ・本署の救急自動車を更新

60 03 15 ・消防救急活動の効率化を図るべく、消防・救急総合指令装置を設置

〃 〃 30 ・消防庁舎（増築）落成　建物延面積943.66㎡
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

昭和 60 04 01 ・事務吏員2名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防士4名を採用、消防長以下78名となる。消防職員定数を83名に改正

〃 07 ・第14回消防救助技術関東地区指導会 高所人命救助の部出場

〃 09 30 ・四代消防長 萩原 三郎氏退職

〃 10 01 ・五代消防長事務取扱 近藤 英男氏就任（助役兼務）

〃 〃 〃 ・南分署に救急隊を設置し、救急業務の迅速化を図った。

〃 〃 〃 ・第1分団第5部、第3分団第1部、第4分団第1部の消防ポンプ自動車を更新
〃 〃 18 ・中層建物の火災防ぎょ、救助活動用に12ｍはしご車（愛称キリンさん）を

　消防署に配備

〃 〃 30 ・第5分団第3部の小型動力ポンプ付積載車を更新

〃 12 24 ・給水タンク車（愛称ぞうさん号）を消防署に配備

61 03 05 ・消防庁長官より竿頭綬を授与される。

〃 〃 31 ・八代消防団長 石田 昭治氏退団

〃 04 01 ・消防署長 喜多野 昌男氏市長部局へ出向

〃 〃 〃 ・六代消防長 中村 通雄氏並びに五代消防署長 袖田 和由氏就任

〃 〃 〃 ・九代消防団長 鈴木 美男氏就任

〃 06 15 ・消防士5名を採用、消防長以下80名となる。

〃 〃 19 ・消防本部の査察広報車を更新

〃 07 ・第15回消防救助技術関東地区指導会 高所人命救助・はしご登はんの部出場

〃 10 13 ・第5分団第1部、第6分団第1部の消防ポンプ自動車を更新

〃 〃 16 ・第2分団第2部、第3分団第3部の小型動力ポンプ付積載車を更新

〃 〃 23 ・消防署の消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）更新

62 02 16 ・第1分団第2部の消防ポンプ自動車（BS-Ⅰ型）更新

〃 04 01 ・事務吏員2名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局へ出向

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員2名出向、消防長以下79名となる。

〃 〃 29 ・元消防副団長 青柳 常久氏　叙勲 勲七等青色桐葉章を賜る。
〃 07 ・第16回消防救助技術関東地区指導会

　高所人命救助、ロープブリッジ救出の部出場

〃 09 08 ・南分署の救急自動車を更新

〃 10 19 ・第1分団第6部の消防ポンプ自動車（BS-Ⅰ型）更新

〃 11 27 ・第4分団第2部、第6分団第3部の小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 〃 〃 ・第4分団第5部、第5分団第2部の小型動力ポンプ付積載車を更新

〃 12 10 ・消防職員定数103名に改正（昭和63.4.1施行）

63 04 01 ・事務吏員3名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局より帰任

〃 〃 〃 ・消防団長 鈴木 美男氏再任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向、消防士3名を採用、消防長以下81名となる。

〃 11 29 ・小型動力ポンプを第2分団第3部及び日向薬師へ配備

平成 01 02 20 ・第4分団第3部の小型動力ポンプ付積載車を更新

〃 03 12 ・伊勢原ロータリークラブより査察広報車の寄贈を受ける。

〃 〃 20 ・第1分団第1部の水槽付消防ポンプ自動車を更新

〃 04 01 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向、消防士2名を採用、消防長以下83名となる。

〃 11 30 ・消防本部の指揮車を指令車と改名し車両を更新

〃 12 26 ・消防署の救助工作車を更新

02 02 12 ・第3分団第5部、第6分団第2部の小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 03 26 ・給水タンク車（愛称ぞうさん2号）を消防署南分署に配備

〃 〃 31 ・九代消防団長 鈴木 美男氏退団

〃 04 01 ・消防吏員1名市長部局へ出向
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 02 04 01 ・六代消防署長 濱田 和雄氏就任（南分署長兼務）

〃 〃 〃 ・十代消防団長 矢作 英保氏就任

〃 〃 〃 ・消防士7名を採用、消防長以下87名となる。

〃 07 ・第19回消防救助技術関東地区指導会 高所人命救助、ほふく救出の部出場

〃 〃 18 ・女性防火指導員制度を発足（実員30名）

〃 08 ・第19回全国消防救助技術大会 ほふく救出の部出場（広島市）

〃 10 01 ・消防署南分署へ伊勢原ライオンズクラブより啓発塔の寄贈を受ける。

〃 12 26 ・本署の救急自動車を更新

03 02 27 ・第5分団第5部の小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 04 01 ・事務吏員2名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員2名出向、消防士10名を採用、消防長以下96名となる。

〃 〃 10 ・日本損害保険協会より化学消防ポンプ自動車が寄贈される。

〃 10 28 ・第1分団第3部の消防ポンプ自動車（BS-Ⅰ型）更新

〃 11 07 ・消防署南分署の救急自動車を更新

〃 〃 〃
・消防ポンプ自動車（CDⅠ型）、給水タンク車（愛称ぞうさん3号）を購入
　（消防署西分署へ配置）

〃 12 20 ・第4分団第4部の小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

04 03 31 ・六代消防長 中村 通雄氏退職

〃 04 01 ・七代消防長 森屋 正義氏就任

〃 〃 〃 ・消防士７名を採用、消防長以下102名となる。

〃 〃 〃 ・消防団長 矢作 英保氏再任

〃 07 22 ・消防本部に査察車を配備

〃 08 20 ・防災資機材運搬車を購入（西分署へ配置）

〃 〃 27 ・消防署西分署開署

〃 〃 30 ・消防本部の防災パトロール車を災害対策車と改名し車両を更新

〃 11 12 ・救急救命士誕生（1名）

〃 12 24 ・第3分団第2部、第5分団第4部の小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

05 03 31 ・七代消防長 森屋 正義氏退職

〃 04 01 ・八代消防長 横山 宗男氏就任
〃 〃 〃 ・消防本部の組織改正により課制へ移行。消防総務課に庶務係・警防係、

　予防課に予防係・防災係が設置される。

〃 〃 〃 ・消防署の警防1課・2課を警備1課・2課に改める。

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向、消防士6名採用、消防長以下107名となる。

〃 〃 〃 ・消防職員定数を108名に改正

〃 08 25 ・本署の救急自動車を更新

〃 09 01 ・本署救急自動車運用開始

〃 〃 〃 ・西分署に救急自動車を配備し、消防隊兼務で救急業務開始

〃 12 20 ・現場指揮車を購入し、消防署本署に配備

06 03 22 ・消防署南分署の訓練塔増築

〃 〃 31 ・十代消防団長 矢作 秀保氏退団

〃 04 01 ・消防士5名を採用、消防長以下111名となる。消防職員定数を112名に改正

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局へ出向

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向

〃 〃 〃 ・十一代消防団長 磯﨑 敬三氏就任

〃 〃 29 ・元消防団長 中村 稔氏　叙勲 勲六等単光旭日章を賜る。
〃 06 24 ・全国消防長会関東支部、日本救急医学会関東地方会の主催による、第24回救急

　隊員学術研究会が伊勢原市消防本部が事務局となり1都9県の140消防本部より
　約800名が参加し、伊勢原市民文化会館大ホールで開催された。
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 06 07 ・第21回消防救助技術関東地区指導会 ロープブリッジ救出の部出場

〃 10 07 ・第2分団第3部（大山上地区）に新たに小型動力ポンプ付積載車を配備

〃 11 14 ・救急救命士誕生（2人目）
07 01 18 ・1月17日早朝に発生した阪神・淡路大震災の被災地に18日から23日にかけ、

　倒壊家屋からの人命救助を任務として救助工作車及び現場指揮車各１台と
　救助隊員10名を派遣した。

〃 02 22 ・高層ビル火災の消火や救助活動に対応するため、はしご付消防ポンプ自動車
　(32ｍ)を更新し、40ｍのはしご付消防自動車を配備

〃 04 01 ・消防士2名を採用、消防長以下112名となる。

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局へ出向

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向

〃 〃 29 ・元消防団長 石田 昭治氏　叙勲 勲六等単光旭日章を賜る。

〃 07 ・第24回消防救助技術関東地区指導会 ほふく救出の部出場

〃 08 ・第24回全国消防救助技術大会 ほふく救出の部出場（北九州市）

〃 10 08 ・消防本部の防災指揮車を連絡車と改名し、車両を更新

〃 〃 13 ・第6分団第4部の消防ポンプ自動車（A2級）更新
〃 11 03 ・消防本部発足30周年を記念して、旧第二庁舎跡地で消防・防災フェスティバル

　が開催された。

〃 〃 16 ・救急救命士誕生（3人目）

08 03 31 ・八代消防長 横山 宗男氏退職

〃 〃 〃 ・消防本部発足30周年を記念して、「伊勢原消防三十周年記念誌」を発行

〃 04 01 ・九代消防長 藤川 憲一氏就任

〃 〃 〃 ・消防士2名を採用、消防長以下114名となる。

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任、市長部局より事務吏員1名出向

〃 〃 〃 ・消防団長 磯﨑 敬三氏再任

〃 10 04 ・消防本部の防災資機材運搬車を更新
〃 〃 29 ・災害時の飲料水確保の一環として、本市で初めて飲料水兼用貯水槽（100t）

　を伊勢原中学校内に設置する。

〃 12 11 ・南分署の救急自動車を更新

09 03 18 ・第1分団第4部の消防ポンプ自動車を小型動力ポンプ付積載車（B3級）に更新

〃 04 01 ・消防士4名を採用、消防長以下119名となる。消防職員定数を119名に改正

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員2名出向

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局より帰任

〃 〃 〃 ・消防本部の組織改正により次長制を導入、消防次長 亀井 淳二氏就任

〃 〃 〃 ・予防課を防災課に改める。

〃 〃 〃 ・七代消防署長 川野 輝男氏就任
〃 〃 22 ・救急隊員等の教育の場として、湘南救急活動研究協議会が発足する。県下17

　消防本部より約350名が参加し、伊勢原市民文化会館小ホールで発足式が開催
　される。

〃 05 15 ・救急救命士誕生（4人目）

〃 11 03 ・元分団長 城所 勝久氏　叙勲 勲七等青色桐葉章を賜る。

〃 〃 13 ・飲料水兼用貯水槽（100t）を成瀬中学校内に設置

〃 〃 18 ・救急救命士誕生（5人目）

〃 12 03 ・本署消防ポンプ自動車（CD-Ｉ型）を更新

10 03 31 ・九代消防長 藤川 憲一氏退職

〃 04 01 ・十代消防長 亀井 淳二氏就任

〃 〃 〃 ・消防団長 磯﨑 敬三氏再任

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防長以下116名となる。

- 7 -



変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 10 04 01 ・消防署の組織改正により西分署に救急隊発足（消防隊兼任を解く）

〃 05 21 ・救急救命士誕生（6人目）

〃 12 04 ・救急救命士誕生（7人目）

11 02 26 ・第2分団第1部の消防ポンプ自動車を（BD-Ⅰ型）に更新

〃 04 01 ・消防士2名を採用、消防長以下117名となる。

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 06 15 ・山岳救援隊の発足

12 03 10 ・本署水槽付消防ポンプ自動車をⅡ型に更新

〃 〃 〃 ・第3分団第1部、第4分団第1部の消防ポンプ自動車をBD-Ⅰ型（A2級）に更新

〃 〃 〃 ・第1分団第5部、第5分団第3部の車両を小型動力ポンプ付積載車（B3級）に更新

〃 〃 31 ・十代消防長 亀井 淳二氏退職

〃 〃 31 ・参事 袖田 和由氏退職

〃 04 01 ・十一代消防長 濱田和 雄氏就任

〃 〃 〃 ・消防団長 磯﨑 敬三氏再任

〃 〃 〃 ・八代消防署長 三橋 政行氏就任

〃 〃 〃 ・消防士3名を採用、消防長以下117名となる。

〃 〃 29 ・元分団長 越地 常久氏　叙勲 勲七等青色桐葉章を賜る。

〃 05 12 ・救急救命士誕生（8人目）

〃 11 17 ・救急救命士誕生（9人目）

13 01 07 ・市制施行30周年記念消防出初式に姉妹都市茅野市消防団ラッパ隊が特別参加

〃 02 27 ・西分署の救急自動車を更新

〃 〃 〃 ・第5分団第1部、第6分団第1部の消防ポンプ自動車をBD-Ⅰ型に更新

〃 〃 〃 ・第2分団第2部、第3分団第3部の車両を小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 03 08 ・消防庁長官より表彰旗が授与される。

〃 04 01 ・消防士2名を採用、消防長以下118名となる。

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 11 20 ・救急救命士誕生（10人目）

〃 〃 27 ・元消防長 萩原 三郎氏　叙位死亡叙勲 正六位勲六等瑞宝章を賜る。

〃 12 07 ・本署耐震補強工事完成

〃 〃 20 ・基地局全国波を導入

14 03 12 ・第1分団第2部小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 〃 29 ・第6分団第4部待機室新築工事完成（プレハブ造）

〃 〃 31 ・十一代消防長 濱田 和雄氏退職

〃 〃 〃 ・参事 川野 輝男氏退職

〃 04 01 ・十二代消防長 黒田 義夫氏就任

〃 〃 〃 ・消防団長 磯崎 敬三氏再任

〃 〃 〃 ・九代消防署長 芳賀 武氏就任

〃 〃 〃 ・消防士2名を採用、消防長以下119名となる。消防職員定数を121名に改正

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員2名出向

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 05 29 ・神奈川県消防協会伊勢原支部設立

〃 06 10 ・消防署南分署資機材運搬車を更新

〃 08 05 ・災害対策車を更新

〃 11 12 ・救急救命士誕生（11人目）

15 02 20 ・本署の救急自動車を更新

〃 〃 〃
・第1分団第6部、第4分団第2部、第4分団第5部、第5分団第2部、第6分団第3部
　小型動力ポンプ付積載車(B3級）更新

〃 03 17 ・第1分団第5部車庫・待機室新築工事完成

〃 04 01 ・消防司令補 和田 健一郎 派遣教官として神奈川県消防学校に出向（2年間）
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 15 04 01 ・消防本部防災課に査察係を新設(予防係、査察係)

〃 〃 〃 ・消防署の係制を廃止し部隊制とし、救助係から救命救急隊を分離独立させる。

〃 〃 〃 ・救急分隊を救命救急分隊に名称変更する。

〃 07 27 ・第1回消防フェスティバル2003を市運動公園自由広場で開催

〃 〃 〃 ・第1回消防団市操法大会を開催

〃 10 22 ・消防本部広報車を更新

〃 11 11 ・第１分団第１部消防ポンプ自動車をCD-Ⅰ型に更新

〃 〃 13 ・救急救命士誕生（12人目）

16 03 01 ・消防本部3階会議室を指令室とし、新システム消防緊急通信指令システム導入

〃 〃 31 ・十二代消防長 黒田 義夫氏役職定年

〃 〃 〃 ・参事 片野 勝義氏退職

〃 〃 〃 ・十一代消防団長 磯崎 敬三氏退団

〃 04 01 ・十三代消防長 三橋 政行氏就任

〃 〃 〃 ・十二代消防団長 鳥海 謙一氏就任

〃 〃 〃 ・消防士1名を採用、消防長以下119名となる。

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向
〃 10 23 ・新潟県中越地震発生に伴い緊急消防援助隊救急部隊等派遣

　（救命救急隊・後方支援隊）5名派遣

〃 〃 31 ・旧通信指令室を仮眠室及び倉庫に改修完成

〃 11 03 ・元消防団長 鈴木 美男氏　叙勲Ⅱ類 瑞宝単光章を賜る。

〃 〃 24 ・救急救命士誕生（13人目）

〃 12 24 ・第4分団第3部小型動力ポンプ付積載車(B3級）更新

17 02 08 ・南分署訓練塔改修工事完成
〃 〃 09 ・平成11年度からアナログからデジタルへ更新を進めていた、防災行政用無線

　固定系屋外子局7局を更新し94局すべてが更新完了

〃 〃 25 ・消防署の救助工作車を更新

〃 03 18 ・第4分団第5部 車庫・待機室新築工事完成

〃 04 01 ・消防士2名を採用、消防長以下121名となる。

〃 〃 〃 ・市長部局より事務吏員1名出向
〃 〃 〃 ・防災対策の執行体制強化のため、防災課の防災対策業務と火災予防業務を分離

　し、予防課を設置

〃 07 03 ・第2回消防フェスティバル2005を市総合運動公園自由広場で開催

〃 〃 〃 ・第2回消防団市操法大会を開催

〃 09 07 ・携帯電話からの119番直接受信システムの運用開始

〃 10 20 ・第17回全国女性消防操法大会に女性防火指導員7人が出場（横浜市）

〃 11 16 ・救急救命士誕生（14人目）

〃 〃 28 ・第3分団第4部、第6分団第2部小型動力ポンプ付積載車(B3級）更新

18 01 30 ・12m級はしご車を13m級高所救助車に更新

〃 03 20 ・南分署水槽付消防ポンプ自動車を更新

〃 〃 31 ・参事 笹尾 一氏退職

〃 04 01 ・消防士3名を採用、消防長以下121名となる。

〃 〃 〃 ・消防団長 鳥海 謙一氏再任

〃 09 21 ・西分署の防災資機材運搬車を更新
〃 10 01 ・サイレン吹鳴装置老朽化に伴い、団出動を電子メールによる指令に切替え

　運用開始
〃 〃 〃 ・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を市内公共施設27か所と消防車両6台に設置

〃 11 07 ・消防本部の防災資機材運搬車を更新

〃 12 01 ・第5分団第5部小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新
19 01 17 ・テレホンサービス案内を10回線から30回線に増設しトーキ自動案内装置

　として整備

〃 03 22 ・西分署の消防ポンプ自動車を更新
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 19 03 31 ・十三代消防長 三橋 政行氏役職定年
〃 04 01 ・行政組織の再編成等に伴い、防災関係事務の一部を市長部局

　（企画部企画調整課）に編入、防災課と予防課を予防・防災課に統合、
　係制から担当制に移行

〃 〃 〃 ・十四代消防長 田中 健治氏就任
〃 〃 〃 ・十代消防署長 落合 穂積氏就任

〃 〃 〃 ・消防士6名を採用、消防長以下124名となる。消防職員定数126名に改正

〃 〃 〃 ・事務職員2名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局へ出向

〃 〃 〃 ・市長部局より事務職員1名出向

〃 05 01 ・救急救命士誕生（15人目）

〃 06 29 ・消防本部の査察車を更新

〃 07 01 ・第3回消防フェスティバル2007を市運動公園自由広場で開催

〃 〃 〃 ・第3回消防団市操法大会を開催

〃 08 23 ・40m級はしご付消防自動車オーバーホール完了

〃 09 02 ・神奈川県との合同総合防災訓練を実施

〃 〃 26 ・第1分団第3部、第4分団第4部小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

20 03 01 ・消防本部の指令車を更新

〃 〃 18 ・南分署外壁等改修工事完了

〃 〃 20 ・西分署の水槽付消防ポンプ自動車を更新

〃 〃 31 ・専任参事 三橋 政行氏退職

〃 〃 〃 ・参事 芳賀 武氏退職

〃 〃 〃 ・十四代消防長 田中 健治氏役職定年

〃 〃 〃 ・十二代消防団長 鳥海 謙一氏退団

〃 04 01 ・十五代消防長 代田 豊氏就任

〃 〃 〃 ・十三代消防団長 下山 博氏就任

〃 〃 〃 ・消防士4名を採用、消防長以下122名となる。

〃 〃 〃 ・事務職員1名市長部局へ帰任

〃 〃 22 ・救急救命士誕生（16人目）

〃 07 ・第37回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場

〃 10 31 ・気象観測装置オーバーホール完了

〃 11 01 ・消防緊急通信指令システム機器更新

〃 〃 11 ・第3分団第2部、第5分団第4部小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 〃 28 ・南分署の救急自動車を更新

21 02 09 ・南分署の消防ポンプ自動車を更新

〃 03 31 ・全国瞬時警報システム Ｊ－Ａｌｅｒｔ（ジェイアラート）整備完了

〃 〃 〃 ・専任参事 田中 健治氏退職

〃 〃 〃 ・参事兼消防署長 落合 穂積氏退職

〃 〃 〃 ・十五代消防長 代田 豊氏役職定年
〃 04 01 ・行政組織の一部改編する。企画部に防災課が新設され予防・防災課防災担当

　を編入し、予防・防災課を予防課に改名
〃 〃 〃 ・十六代消防長 佐々木 正行氏就任
〃 〃 〃 ・十一代消防署長 飯山 健二氏就任　　　　　　　　　
〃 〃 〃 ・消防士7名を採用（女性消防吏員含む）、消防長以下116名となる。　
〃 〃 〃 ・事務職員1名市長部局へ帰任
〃 〃 〃 ・消防吏員3名市長部局へ出向
〃 〃 〃 ・市長部局より事務職員1名出向
〃 〃 25 ・伊勢原ロータリークラブより自動体外式除細動器（AED）2台、小児蘇生訓練用

　人形1体の寄贈を受ける。

〃 05 19 ・救急救命士誕生（17人目）

〃 07 05 ・第4回消防団市操法大会を開催
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 21 07 ・第38回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場

21 11 25 ・現場指揮車を更新

〃 12 10 ・南分署非常用発電機更新

〃 〃 16 ・第1分団第2部車庫・待機室移転新築工事完成
22 02 24 ・第6分団第4部消防ポンプ自動車（BSⅠ型）を小型動力ポンプ付積載車

　（B2級）に更新（総務省消防庁より無償貸与）

〃 03 31 ・専任参事 代田 豊氏退職

〃 〃 〃 ・参事兼消防署長 飯山 健二氏退職

〃 〃 〃 ・女性防火指導員制度を廃止

〃 04 01 ・十二代消防署長 中山 敏雄氏就任

〃 〃 〃 ・消防団長　下山 博氏再任

〃 〃 〃 ・事務吏員1名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防吏員2名市長部局より帰任

〃 〃 〃 ・消防士4名を採用（救急救命士含む）、消防長以下115名となる。
〃 〃 〃 ・伊勢原市消防団の設置及び定員に関する条例を改正し、定員を335人から

　346人とし、女性消防団員20名を採用する。

〃 〃 13 ・西分署の救急自動車を更新

〃 05 11 ・救急救命士誕生（18人目）

〃 07 ・第39回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場
〃 08 12 ・位置情報通知システム（NTT加入電話・携帯・IP電話統合版）整備

　（総務省消防庁より無償貸与）

〃 〃 19 ・第2分団第3部小型動力ポンプ付積載車（B3級軽車両）更新

〃 11 03 ・元消防長 亀井 淳二氏　第15回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を賜る。

23 01 09 ・市制施行40周年記念消防出初式　姉妹都市茅野市消防団ラッパ隊特別参加

〃 02 04 ・化学消防ポンプ自動車を更新

〃 03 09 ・南分署車庫前舗装改良工事
〃 〃 11 ・東日本大震災発生に伴い、緊急消防援助隊救急部隊等派遣

　第1次隊～第5次隊（救命救急隊・後方支援隊）　延べ25名派遣

〃 〃 31 ・消防長 佐々木 正行氏退職

〃 〃 〃 ・参事兼消防署長 中山 敏雄氏退職

〃 04 01 ・十七代消防長 金子 義雄氏就任

〃 〃 〃 ・十三代消防署長 鈴木 敬二氏就任

〃 〃 〃 ・消防士７名採用（女性消防吏員含む）、消防長以下117名となる。

〃 05 11 ・救急救命士誕生（19人目）

〃 07 03 ・第5回消防団市操法大会を開催

〃 09 01 ・消防本部連絡車を更新
〃 11 03 ・元消防長 濱田 和雄氏　第17回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を賜る。

〃 〃 11 ・第17回全国女性消防団員活性化香川大会に出席

24 01 16 ・本署の救急自動車を更新

〃 03 31 ・十三代消防団長 下山 博氏退団

〃 04 01 ・十四代消防団長 加藤 重治就任

〃 〃 〃 ・消防士6名を採用（救急救命士含む）、消防長以下122名となる。
〃 〃 〃 ・行政組織の一部が改編され、消防総務課に警防担当課長を配置し、チーム制を

　係制に変更する。

〃 05 09 ・救急救命士誕生（20人目）

〃 07 06 ・第41回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場

〃 11 03 ・元分団長 苅籠 敏夫氏　叙勲Ⅱ類 瑞宝単光章を賜る。

〃 〃 16 ・第18回全国女性消防団員活性化秋田大会に出席

25 01 30 ・第１分団第４部小型動力ポンプ付積載車（Ｂ３級）更新

〃 03 01 ・第５分団第４部車庫・待機室移転新築工事完成

〃 〃 31 ・消防長 金子 義雄氏退職

〃 〃 〃 ・参事兼消防署長　鈴木 敬二氏退職
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 25 04 01 ・十八代消防長　髙橋 登氏就任

〃 〃 〃 ・十四代消防署長　亀井 正一氏就任

〃 〃 〃 ・消防士３名採用（女性消防吏員･救急救命士含む）、消防長以下120名となる。

〃 〃 29 ・元消防団長　磯崎 敬三氏　叙勲Ⅰ類　瑞宝双光章を賜る。

〃 〃 30 ・救急救命士誕生（21人目）

〃 07 07 ・第6回消防団市操法大会を開催

〃 10 30 ・第19回全国女性消防団員活性化岐阜大会に出席

26 01 30 ・本署消防ポンプ自動車（CDＩ型）を更新

〃 04 01 ・消防士３名採用、消防長以下119名となる。

〃 〃 〃 ・消防団長　加藤 重治氏再任
〃 〃 〃 ・行政組織の一部が改変され、消防本部に警防救急課を新設し、警防係、救急

　救命係の２係を配置。また、南分署及び西分署を警備１課及び警備２課に統合

〃 〃 〃 ・消防士長 吉田 昌弘 派遣教官として神奈川県消防学校に出向（2年間）

〃 05 01 ・救急救命士誕生（22人目）

〃 07 31 ・第43回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場

〃 11 14 ・第20回全国女性消防団員活性化千葉大会に出席

27 01 29 ・第２分団第１部消防ポンプ自動車（Ａ２級）更新

〃 02 04 ・本署30ｍはしご付消防自動車を更新
〃 〃 07 ・全国消防長会関東支部、日本救急医学会関東地方会の主催による、

　第52回救急隊員学術研究会を伊勢原市消防本部が事務局となり、
　１都６県の１４３消防本部から約６７０名が参加し、
　パシフィコ横浜会議センターで開催された。

〃 〃 10 ・本署40ｍはしご付消防自動車を日本外交協会へ譲渡

〃 03 03 ・第2分団第1部消防ポンプ車を日本消防協会へ譲渡

〃 〃 31 ・消防長 髙橋 登氏退職

〃 〃 〃 ・参事兼消防署長　亀井 正一氏退職

〃 04 01 ・十九代消防長　吉川 敏勝氏就任　

〃 〃 〃 ・十五代消防署長　石田 博道氏就任

〃 〃 〃 ・消防士１名採用、消防長以下118名となる。

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局へ出向

〃 〃 〃 ・市長部局より事務職員1名出向
〃 〃 〃 ・高機能消防指令センターとして運用を開始

　指令システムと消防･救急デジタル無線が更新
〃 〃 29 ・元参事兼消防署長　川野 輝男氏、元参事 笹尾 一氏　第24回危険業務従事者

　叙勲瑞宝双光章を賜る。

〃 〃 30 ・救急救命士誕生（23人目）

〃 07 05 ・第7回消防団市操法大会

〃 10 29 ・第21回全国女性消防団員活性化佐賀大会に出席

〃 11 09 ・元消防長　三橋 政行氏　第25回危険業務従事者叙勲　瑞宝双光章を賜る。

28 02 03 ・第1分団第5部、第5分団第3部小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 〃 22 ・本署給水タンク車及び水槽２基を日本外交協会へ譲渡

〃 04 01 ・消防士３名採用（救急救命士含む）、消防長以下116名となる。

〃 〃 〃 ・消防団長　加藤 重治氏再任

〃 〃 〃 ・消防吏員1名市長部局より帰任、事務職員2名市長部局へ帰任

〃 〃 〃 ・消防司令補 吉田 昌弘 神奈川県消防学校より帰任

〃 〃 28 ・救急救命士誕生（24人目）
〃 05 11 ・元消防長　田中 健治氏、元参事兼消防署長　落合 穂積氏　第26回危険業務

　従事者叙勲瑞宝双光章を賜る。

〃 〃 16 ・元団長 鳥海 謙一氏　叙勲Ⅱ類 瑞宝単光章を賜る。

06 03 ・第22回全国女性消防団員活性化北海道大会に出席

〃 07 13 ・第45回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場

〃 08 24 ・第45回全国消防救助技術大会　引揚救助の部出場　松山市
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

平成 28 11 09 ・元参事兼消防署長　飯山 健二氏　第27回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を賜る。

29 01 16 ・第1分団第2部、第2分団第2部、第3分団第3部小型動力ポンプ付積載車（B3級）更新

〃 〃 18 ・南分署の救急自動車を更新

〃 04 01 ・消防士４名採用（救急救命士含む）、消防長以下121名となる。

〃 〃 〃 ・秦野市消防本部と人事交流

　　伊勢原市 消防司令補 千葉 崇、秦野市 消防司令補 滝本 篤志

〃 〃 27 ・救急救命士誕生（25人目）

〃 〃 29 ・元消防司令長　田中 正男氏　第28回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を賜る。

〃 〃 〃 ・元消防司令長　梶 誓夫氏　第28回危険業務従事者叙勲 瑞宝単光章を賜る。

〃 06 25 ・第8回消防団市操法大会を実施

〃 07 14 ・第46回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場(山梨県消防学校)

〃 11 03 ・元消防司令長　柳川 和男氏　第29回危険業務従事者叙勲 瑞宝単光章を賜る。

〃 〃 〃 ・元消防司令長　増井 英雄氏　第29回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を賜る。

〃 11 16 ・第23回全国女性消防団員活性化広島大会に出席

30 02 01 ・消防本部の広報車を更新

〃 〃 08 ・西分署の救急自動車を更新

〃 〃 15 ・第3分団第1部、第4分団第1部、小型動力ポンプ付積載車（B2級）更新

〃 03 18 ・第４分団第２部車庫・待機室新築工事完成

〃 〃 31 ・十四代消防団長 加藤 重治氏退団

〃 04 01 ・十五代消防団長 田中 和浩氏就任

〃 〃 〃 ・消防士１０名採用（救急救命士含む）、消防長以下126名となる。

〃 〃 〃 ・秦野市消防本部と人事交流

　　伊勢原市 消防士長 加藤 郷、秦野市 消防司令補 佐野 勇

〃 〃 25 ・救急救命士誕生（26人目）

〃 〃 29 ・元消防監　佐々木 正行氏　第30回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を賜る。

〃 〃 〃 ・元消防司令長　清田 保男氏　第30回危険業務従事者叙勲 瑞宝単光章を賜る。

〃 07 05 ・第47回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場

〃 11 03 ・元消防監　金子 義雄氏　第31回危険業務従事者叙勲　端宝双光章を賜る。

〃 〃 09 ・第24回全国女性消防団員活性化滋賀大会に出席

〃 12 05 ・日本消防協会より防災活動車の寄贈を受ける。

31 01 01 ・本署救急隊を１隊増隊し、救急隊４隊となる。

〃 〃 19 ・第５分団第１部、第６分団第１部、小型動力ポンプ付積載車（B2級）更新

〃 03 06 ・第５分団第１部、第６分団第１部の消防ポンプ車、南分署救急自動車を日本外

　交協会へ譲渡

〃 〃 20 ・伊勢原市派遣型救急ワークステーション事業に関する協定を東海大学医学部付

　属病院と締結

〃 03 31 ・参事兼消防署長　石田 博道氏退職

〃 04 01 ・十六代消防署長　小澤 正氏就任

〃 〃 〃 ・消防士６名採用（救急救命士含む）、消防長以下128名となる。

〃 〃 〃 ・消防署の組織改正により、警備１課を警備第１課、警備２課を警備第２課、消

　防係を本署消防係、救急係を本署第１救急係に改め、新たに本署第２救急係を

　配置する。

〃 〃 15 ・伊勢原市派遣型救急ワークステーション事業を開始

令和 01 05 20 ・救急救命士誕生（27人目）

〃 〃 21 ・元消防司令長　澁谷 利晴氏　第32回危険業務従事者叙勲 瑞宝単光章を賜る。

〃 06 22 ・第9回消防団市操法大会を実施

〃 07 05 ・第48回消防救助技術関東地区指導会 引揚救助の部出場（長野県消防学校）

〃 08 31

〃 09 19 ・第25回全国女性消防団員活性化青森大会に出席

・ビックレスキューかながわ（令和元年度神奈川県・伊勢原市合同総合防災訓
  練）開催
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変　　　　　　　　遷年 月 日

伊勢原市消防のあゆみ

令和 01 11 03 ・元消防司令長　芳賀 武氏　第33回危険業務従事者叙勲 瑞宝双光章を賜る。

〃 〃 〃 ・元消防団長　下山 博氏　叙勲Ⅱ類 瑞宝単光章を賜る。

02 03 03 ・本署の救急自動車を更新

〃 〃 07 ・新東名高速道路伊勢原大山インターチェンジ開通

〃 〃 12

〃 〃 31 ・消防長　吉川　敏勝氏退職

〃 04 01 ・二十代消防長　和田 健一郎氏就任

〃 〃 〃 ・消防士2名採用、消防長以下128名となる。

・第1分団第6部、第4分団第5部、第6分団第3部、小型動力ポンプ付積載車（B2
  級）更新

- 14 -



□　消防長
在職年数
１年５か月
５年７か月

２年
10年６か月
６か月
６年
１年
３年
２年
２年
２年
２年
３年
１年
１年
２年
２年
２年
５年

□　消防署長
在職年数
５か月

７年７か月
６年10か月
４年２か月

４年
７年
３年
２年
５年
２年
１年
１年
２年
２年
４年

□　叙勲受章者
叙勲種別 階 級

正六位勲六等瑞宝章 消 防 監
瑞宝双光章 消 防 監
瑞宝双光章 消 防 監
瑞宝双光章 消防司令長
瑞宝双光章 消防司令長
瑞宝双光章 消 防 監
瑞宝双光章 消 防 監
瑞宝双光章 消防司令長
瑞宝双光章 消防司令長
瑞宝単光章 消防司令長
瑞宝双光章 消防司令長
瑞宝単光章 消防司令長
瑞宝双光章 消防司令長
瑞宝単光章 消防司令長
瑞宝双光章 消 防 監
瑞宝双光章 消 防 監
瑞宝単光章 消防司令長
瑞宝双光章 消防司令長

17 澁 谷 利 晴 令和 1年 5月21日
18 芳 賀 武 令和 1年11月 3日

平成30年 4月29日
14 清 田 保 男 平成30年 4月29日
15

19代 吉 川 敏 勝 平成27年４月１日 ～ 令和２年３月31日

10 梶 誓 夫

16 金 子 義 雄 平成30年11月 3日

12 柳 川 和 男 平成29年11月 3日
13 増 井 英 雄 平成29年11月 3日

佐 々 木 正 行

平成29年 4月29日
11 田 中 正 男 平成29年 4月29日

7 田 中 健 治 平成28年 5月11日
8
9

落 合 穂 積

12代
13代

萩 原 三 郎
平成22年11月 3日

飯 山 健 二
平成28年 5月11日
平成28年11月 9日

5 笹 尾 一 平成27年 4月29日

平成27年４月１日 ～ 平成31年３月31日

飯 山 健 二
中 山 敏 雄

平成25年４月１日 ～ 平成27年３月31日

4 川 野 輝 男 平成27年 4月29日
3

平成22年４月１日 ～ 平成23年３月31日
平成23年４月１日 ～ 平成25年３月31日

№
1
2

鈴 木 敬 二

受　章　者

亀 井 正 一14代
15代 石 田 博 道

平成13年11月27日

昭和42年９月１日 ～ 昭和50年３月31日

昭和57年２月１日 ～ 昭和61年３月31日

亀 井 淳 二
濱 田 和 雄 平成23年11月 3日

川 野 輝 男
三 橋 政 行
芳 賀 武
落 合 穂 積

７代
８代

12代
11代

黒 田 義 夫

平成21年４月１日 ～ 平成22年３月31日

平成14年４月１日 ～ 平成16年３月31日
平成16年４月１日 ～ 平成19年３月31日

昭和42年４月１日 ～ 昭和42年８月31日

昭和50年４月１日 ～ 昭和57年１月31日

平成２年４月１日 ～ 平成９年３月31日
平成９年４月１日 ～ 平成12年３月31日

昭和41年４月１日 ～ 昭和42年８月31日

歴代消防長・消防署長及び叙勲受章者

昭和50年４月１日 ～ 昭和60年９月30日
昭和60年10月１日 ～ 昭和61年３月31日

平成10年４月１日 ～ 平成12年３月31日
平成12年４月１日 ～ 平成14年３月31日

５代
６代

15代
16代

在 職 期 間

平成19年４月１日 ～ 平成20年３月31日
平成20年４月１日 ～ 平成21年３月31日
平成21年４月１日 ～ 平成23年３月31日
平成23年４月１日 ～ 平成25年３月31日

18代 髙 橋 登 平成25年４月１日 ～ 平成27年３月31日
17代

歴代
初代
２代
３代
４代

９代
10代

13代
14代

歴代
初代
２代
３代
４代
５代
６代
７代
８代
９代
10代
11代

氏 名
横 山 久 男
内 海 弁 次
横 溝 利 和
萩 原 三 郎
近 藤 英 男
中 村 通 雄
森 屋 正 義
横 山 宗 男
藤 川 憲 一
亀 井 淳 二
濱 田 和 雄

濱 田 和 雄

三 橋 政 行
田 中 健 治
代 田 豊
佐 々 木 正 行
金 子 義 雄

氏 名

在 職 期 間

昭和42年９月１日 ～ 昭和48年３月31日
昭和48年４月１日 ～ 昭和50年３月31日

受　章　日

秋 本 芳 男
萩 原 三 郎
亀 井 博

昭和61年４月１日 ～ 平成４年３月31日
平成４年４月１日 ～ 平成５年３月31日
平成５年４月１日 ～ 平成８年３月31日
平成８年４月１日 ～ 平成10年３月31日

昭和61年４月１日 ～ 平成２年３月31日

平成12年４月１日 ～ 平成14年３月31日
平成14年４月１日 ～ 平成19年３月31日
平成19年４月１日 ～ 平成21年３月31日

6 三 橋 政 行 平成27年11月 9日

喜多野 昌 男
袖 田 和 由
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１ 消防情勢



　　　　　 年 度

 予算区分
平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度

一 般 会 計 32,047,000 31,533,000 31,100,000

消 防 費 1,298,554 1,305,477 1,285,496

比 率 4.05% 4.14% 4.13%

※　防災対策費は含まない。

当初予算額 構 成 比

常 備 消 防 費 1,156,948 83% 5,831

非常備消防費 62,704 5% 16,942

消 防 施 設 費 167,837 12% 20,952

合 計 1,387,489 100% 43,725

 １人当たり

337,142円

14,025円

　令和２年度一般会計予算は、３４４億４００万円で前年度と比較し１．３％増と
なっており、消防費のうち防災対策費を除いた予算額は１４億３１２１万４千円で
前年度比３．２％の増であり、一般会計当初予算に対する構成比は、約４．１６％
になっている。

（令和２年度）

1,431,214,000円

令和元年度

6%

13%

34,404,000

1,431,214

81%

令和２年度

当初予算額
増 減 額

１－３　消防費前年度比較

（千円） 

（千円） 

1,387,489

4.09%

　　　　　 年 度

 区 分

１ 世 帯 当 た り

749,348円

31,186円

１－１　消防予算

１－２　市の一般会計予算と消防費との比較

4.16%

構 成 比

１－４　消防費と人口との比較

令和２年度

1,162,779

一 般 会 計 予 算 額

消 防 費 予 算 額

予 算 額

34,404,000,000円

100%

令和元年度

33,953,000

79,646

188,789

1,431,214
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人 口

世 帯

人 口

世 帯

名 称

南 分 署

西 分 署

防 災 相 互 波 　　　　　　　　　4基

26基

無 線 固 定 局 3局  いせはら指揮4 南1 西1

 条例定数132名

 三ノ宮４９２番地２

敷地面積

3,903.00㎡

2,313.00㎡

１－５　市民と消防

延　面　積

844.00㎡

544.96㎡

昭和４２年４月１日

消 防 本 部 設 置

消 防 署 設 置

（令和２年４月１日現在）

昭和43年6月

128人

3台

2台

所 在 地

1台

1台

1台

1台

1台

1台

4台

6台

平成４年8月

（令和２年４月１日現在）

昭和４１年４月１日

建 設 年 月

１－７　消防庁舎の現況

22基

13基

1台

1台

昭和60年3月

昭和57年4月

3台

1台

2局

 下谷１４９１番地

 車　載　消防用 17　救急用 5

 いせはら指揮2･3含む

 活動波　2局

無線携帯局（署活系）

消防吏員一人に対して

１－６　常備消防の現勢

798人

359世帯

302人

136世帯
消防団員一人に対して

消 防 本 部
消 防 署

 伊勢原３丁目３２番２０号 2,026.55㎡ 1567.14㎡

消 防 職 員

消 防 ポ ン プ 自 動 車

水槽付消防ポンプ自動車

化学消防ポンプ自動車

30M級はしご付消防自動車

13M 級 高 所 救 助 車

救 助 工 作 車

小 型 動 力 ポ ン プ

救 急 自 動 車

指 令 車

連 絡 車

現 場 指 揮 車

査 察 車

広 報 車

防 災 資 機 材 運 搬 車

無 線 基 地 局

無 線 移 動 局

無線携帯局（デジタル系）
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本署消防係

（南救急隊）

（西消防隊）

（西救急隊）

（指揮隊）

（本署消防隊）

（救助隊）

（本署第1救急隊）

（情報指令隊）

（南消防隊）

（南救急隊）

（西消防隊）

（指揮隊）

（本署消防隊）

（救助隊）

（本署第1救急隊）

南消防係

南救急係

救助係

西消防係

西救急係

指揮係

１－８　消防機構図

副分団長 （６分団２７部）

総 務 係6名

3名

3名

4名

本署消防係

指揮係

団 長

（令和２年４月１日現在）

3名

7名

7名

4名

4名

消防長

警 防 係

救助係

副団長

予 防 係

7名

4名

4名警備第２課

本署第1救急係

情報指令係

□ 定員 １３２名

□ 実員 １２８名

署　長

救急救命係

警備第１課52名

市 長

予 防 課

査察指導係

南消防係

分団長

7名

4名

7名

西消防係

西救急係

南救急係

3名

4名

4名

52名

7名

4名

3名

本署第1救急係

情報指令係

消防本部
23名

(消防長含む)

消防署
105名

(署長含む)

消防団
□定員 346名
□実員 338名（うち女性消防団員19名）

※ 総務係に、初任教育入校者2名含む

警防救急課

消防総務課7名

8名

7名

7名

4名 本署第2救急係 （本署第2救急隊）

4名 本署第2救急係 （本署第2救急隊）

7名

（西救急隊）

（情報指令隊）

（南消防隊）
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総務係

（１） 消防事業の総合的企画及び調整に関すること。

（２） 消防関係の公印の管理に関すること。

（３） 消防関係の文書の収受及び編さん保存に関すること。

（４） 消防関係の例規等の制定及び改廃に関すること。

（５） 消防職員及び消防団員の任免、服務、身分等に関すること。

（６） 消防団員の報酬、諸手当等に関すること。

（７） 消防職員並びに消防団員の研修及び福利厚生に関すること。

（８） 消防予算の調整及び執行管理に関すること。

（９） 消防庁舎の管理に関すること。

（10） 消防財産の総括管理に関すること。

（11） 消防職員及び消防団員の貸与品の管理に関すること。

（12） 消防のほう賞及び表彰に関すること。

（13） 公務災害補償等に関すること。

（14） 消防団の庶務に関すること。

（15） 消防運営委員会に関すること。

（16） 消防職員委員会に関すること。

（17） 消防長会等関係機関との連絡調整に関すること。

（18） 消防総括統計に関すること。

（19） 伊勢原市コミュニティ防災センターに関すること。

（20） 消防職員の教育に関すること。

（21） 他の課及び係に属さないこと。

（22） 本部内の庶務に関すること。

（23） 課内の庶務に関すること。

警防係

（１） 消防警備計画に関すること。

（２） 消防出初式に関すること。

（３） 消防職員の訓練並びに消防団員の教育及び訓練に関すること。

（４） 消防水利の整備及び管理に関すること。

（５） 消防車両の整備及び管理に関すること。

（６） 消防機械器具等の整備及び管理に関すること。

（７） 消防通信施設の整備及び管理に関すること。

（８） 消防団施設の整備及び管理に関すること。

（９） 諸災害の消防対策に関すること。

（10） 開発行為等に対する消防施設の設置指導に関すること。

（11） 消防相互応援協定に関すること。

（12） 消防技術の調査及び研究に関すること。

（13） 火災警報の発令に関すること。

（14） 山岳救援隊に関すること。

（15） 警防統計に関すること。

（16） 課内の庶務に関すること。

救急救命係

（１） メディカルコントロール体制に関すること。

警防救急課

１－９　　消防本部・署の事務分掌

□ 消防本部

消防総務課
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（２） 神奈川県ドクターヘリ事業に関すること。

（３） 市民等に対する応急救護等の教育及び訓練に関すること。

（４） 救急医療機関との連絡調整に関すること。

（５） ＡＥＤの普及促進に関すること。

（６） 救急隊員の教育及び研修に関すること。

（７） 救急業務の企画及び調整に関すること。

（８） 救急統計に関すること。

（９） 高速道路神奈川県協議会との連絡調整に関すること。

予防係

（１） 火災予防計画に関すること。

（２） 火災予防思想の普及及び啓発に関すること。

（３） 火災予防広報に関すること。

（４） 建築確認の同意事務に関すること。

（５） 消防用設備等の設置、指導及び検査に関すること。

（６） 危険物施設に係る許認可に関すること。

（７） 液化石油ガス等の保安に関すること。

（８） 危険物の安全管理に関すること。

（９） 危険物関係団体の指導育成に関すること。

（10） 予防統計に関すること。

（11） 課内の庶務に関すること。

査察指導係

（１） 防火対象物の指導及び予防査察に関すること。

（２） 防火対象物の消防計画に関すること。

（３） 火災の原因及び損害調査並びにり災証明に関すること。

（４） 消防用設備等及び防火対象物の点検、報告に関すること。

（５） 危険物施設に係る指導及び査察に関すること。

（６） 危険物取扱者の指導育成に関すること。

（７） 防火管理者の指導育成に関すること。

（８） 事業所等の教育及び訓練に関すること。

（９） 査察統計、火災統計及び危険物統計に関すること。

指揮係

（１） 文書及び公印管理に関すること。

（２） 水火災の警戒、防御及び人命救助に関すること。

（３） 水火災防御計画の策定に関すること。

（４） 地水利調査及び防火対象物の立入検査に関すること。

（５） 消防訓練及び消防技術の研究に関すること。

（６） 火災の原因及び損害調査に関すること。

（７） 火災等災害現場速報及び各隊（消防団を含む）の活動状況調査に関すること。

（８） 消防用機械等の維持管理に関すること。

（９） 救急、救助業務の支援に関すること。

（10） 消防署内の事務連絡に関すること。

（11） 課内の庶務に関すること。

（12） その他課又は分署に属さないこと。

警備第１課／警備第２課

予防課

□ 消防署
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本署消防係

（１） 水火災の警戒、防御及び人命救助に関すること。

（２） 水火災防御計画の策定に関すること。

（３） 地水利調査及び防火対象物の立入検査に関すること。

（４） 消防訓練及び消防技術の研究に関すること。

（５） 空き地及び空き家の火災予防対策に関すること。

（６） 火災の原因及び損害調査に関すること。

（７） 火災等災害現場速報及び各隊（消防団を含む）の活動状況調査に関すること。

（８） 消防用機械等の維持管理に関すること。

（９） 救急、救助業務の支援に関すること。

救助係

（１） 水火災の警戒、防御及び人命救助に関すること。

（２） 火災防御計画の策定に関すること。

（３） 救助業務に関すること。

（４） 地水利調査及び防火対象物の立入検査に関すること。

（５） 消防訓練及び消防技術の研究に関すること。

（６） 空き地及び空き家の火災予防対策に関すること。

（７） 消防活動に支障を及ぼす行為の届出等の処理に関すること。

（８） 救急業務の支援に関すること。

（９） 救助用機械等の維持管理に関すること。

本署第１救急係／本署第２救急係

（１） 救急高度化の推進に関すること。

（２） 救急業務に関すること。

（３） 救急患者の応急手当及び搬送に関すること。

（４） 救急用機械等の維持管理に関すること。

（５） 応急手当の普及及び啓発活動に関すること。

情報指令係

（１） 消防、救急等の指令に関すること。

（２） 消防、救急等の通信及び無線に関すること。

（３） 消防、防災行政用無線及び防災情報に関すること。

（４） 消防の情報収集及び伝達に関すること。

（５） 通信機器の保守管理に関すること。

（６） 通信技術の研究及び運用に関すること。

（７） 消防用気象観測に関すること。

（８） 消防庁舎内電話交換業務に関すること。

（９） その他通信に関すること。

南消防係

（１） 水火災の警戒、防御及び人命救助に関すること。

（２） 水火災、防御計画の策定に関すること。

（３） 救助業務に関すること。

（４） 地水利調査及び防火対象物の立入検査に関すること。

（５） 消防訓練及び消防技術の研究に関すること。

（６） 空き地及び空き家の火災予防対策に関すること。

（７） 火災の原因及び損害調査に関すること。

（８） 消防活動に支障を及ぼす行為の届出等の処理に関すること。

（９） 消防通信業務に関すること。
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（10） 水火災等災害現場速報及び各隊（消防団含む）の活動状況調査に関すること。

（11） 消防、救助用機械等の維持管理に関すること。

（12） 救急、救助業務の支援に関すること。

（13） 南分署の庶務に関すること。

南救急係

（１） 救急高度化の推進に関すること。

（２） 救急業務に関すること。

（３） 救急患者の応急手当及び搬送に関すること。

（４） 救急用機械等の維持管理に関すること。

（５） 応急手当の普及及び啓発活動に関すること。

西消防係

（１） 水火災の警防、防御及び人命救助に関すること。

（２） 水火災、防御計画の策定に関すること。

（３） 救助業務に関すること。

（４） 地水利調査及び防火対象物の立入検査に関すること。

（５） 消防訓練及び消防技術の研究に関すること。

（６） 空き地及び空き家の火災予防対策に関すること。

（７） 火災の原因及び損害調査に関すること。

（８） 消防活動に支障を及ぼす行為の届出等の処理に関すること。

（９） 消防通信業務に関すること。

（10） 水火災等災害現場速報及び各隊（消防団含む）の活動状況調査に関すること。

（11） 消防、救助用機械等の維持管理に関すること。

（12） 救急、救助業務の支援に関すること。

（13） 西分署の庶務に関すること。

西救急係

（１） 救急高度化の推進に関すること。

（２） 救急業務に関すること。

（３） 救急患者の応急手当及び搬送に関すること。

（４） 救急用機械等の維持管理に関すること。

（５） 応急手当の普及及び啓発活動に関すること。
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人
数

29 11 9 16 1 16 18 2 7 2 3 1 2 3 1 1 2 2 2

比
率

件　　数
(件)

765

警防調査
         種 別

  区 分

延 人 員
(人)

77 366

特別警戒

消
防
本
部
・
署

その他

868

演習・訓練

23

27

112

予防査察

23206

830 129243

誤報等

1723

4243,493

火災調査

消
防
本
部
・
署

5,371

16,123

大

山

小
 
計

309

救　　急
         種 別

  区 分

平

塚

成

瀬

海

老

名

比

々

多

合　　計

大

田

1,294

隔 日 勤 務 者

1週間の勤務時間 1日の勤務時間

24時間

横

浜

大

磯

東

京

藤

沢

市         内

厚

 
 
 
　
木

秦

 
 
 
 
野

    市                                 外

小
　
計

高

部

屋

合
　
　
計

川

崎

１－１０　消防職員の勤務内容

１－１１　消防職員居住地状況

38時間45分

伊

勢

原

1日の拘束時間 1週間の勤務時間

相

模

原

1週間の拘束時間

中

井

60時間

居
 
住
 
地
 
名

38時間45分 15時間30分

（令和２年４月１日現在）

愛

川

毎 日 勤 務 者

延 人 員
(人)

7,511

火　　災 広報・指導

件　　数
(件)

支　　援

1

4

救　　助

109

24,617

（令和元年中）

66

茅

ヶ

崎

風水害

946

小

田

原

51.6%

27 183

１－１２　消防職員出動状況

128

100%

62

48.4%
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合 計 128 128 1 8 31 17 41 16 14
平 均 37.4歳 37.4歳 57.0歳 56.8歳 54.1歳 43.4歳 31.5歳 25.1歳 22.4歳 
18歳 1 1 1
19歳 
20歳 3 3 3
21歳 
22歳 3 3 3
23歳 3 3 1 2
24歳 8 8 4 4
25歳 5 5 5
26歳 4 4 4
27歳 3 3 2 1
28歳 5 5 5
29歳 5 5 5
30歳 4 4 4
31歳 6 6 6
32歳 4 4 4
33歳 11 11 11
34歳 2 2 2
35歳 2 2 2
36歳 1 1 1
37歳 1 1 1
38歳 2 2 2
39歳 1 1 1
40歳 
41歳 1 1 1
42歳 1 1 1
43歳 4 4 2 2
44歳 3 3 2 1
45歳 7 7 2 5
46歳 4 4 1 3
47歳 7 7 6 1
48歳 4 4 4
49歳 1 1 1
50歳 4 4 4
51歳 1 1 1
52歳 1 1 1
53歳 3 3 3
54歳 3 3 1 2
55歳 
56歳 3 3 3
57歳 5 5 1 2 2
58歳 
59歳 2 2 2

消

防

士

消
防
事
務
職
員

年

齢

別

消

防

司

令

消

防

士

長

（人）（令和２年４月１日現在）

合

計

小

計

１－１３　消防職員階級別年齢調

消　　　防　　　吏　　　員

消

防

監

消
防
司
令
長

消
防
司
令
補

消
防
副
士
長
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合 計 128 128 1 8 31 17 41 16 14
平 均 17.2年 17.2年 33.0年 38.3年 29.2年 24.5年 11.2年 3.6年 1.6年
1年未満 2 2 2

1年 6 6 6
2年 10 10 6 4
3年 4 4 4
4年 3 3 1 2
5年 1 1 1
6年 3 3 3
7年 3 3 2 1
8年 6 6 6
9年 7 7 7
10年 3 3 3
11年 7 7 7
12年 3 3 3
13年 5 5 5
14年 3 3 3
15年 2 2 2
16年
17年 1 1 1
18年 1 1 1
19年 2 2 1 1
20年 3 3 1 2
21年 2 2 1 1
22年
23年 3 3 1 2
24年 2 2 2
25年 2 2 2
26年 4 4 4
27年 5 5 1 4
28年 7 7 4 3
29年 7 7 7
30年 4 4 4
31年
32年 1 1 1
33年 3 3 1 2
34年
35年 4 4 4
36年 2 2 2
37年
38年 5 5 4 1
39年
40年
41年 2 2 2

消
防
司
令
補

消

防

監

消
防
副
士
長

消

防

士

消

防

事

務

職

員

年

数

別

合

計

小

計

（人）（令和２年４月１日現在）

１－１４　消防職員階級別勤続年数調

消

防

司

令

消

防

士

長

消　　　　　防　　　　　吏　　　　　員

消
防
司
令
長
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日数 人員

10日 1人

7日 1人

2人

1人

10日 1人

43日 5人

20日 1人

18日 1人

5日 1人

3日 1人

1人

1人

1人

1人

1日 1人

5日 1人

日数 人員

51日 1人

月数 人員

6か月 1人

産 休 取 得 中

消 防 副 士 長

はしご車操作員課程 R2.2.12～R2.2.14 消 防 士 長

R2.1.15～R2.1.23

2

予防査察科

警 防 科

救 助 科 H31.4.8～R1.9.30 消 防 士 長

科 目

□ 消防大学校 （令和元年度）

教 育 期 間 階 級

△ 2

救急科第２回（宿泊） R1.10.15～R1.12.16

消　防　士　長

消 防 司 令 補

消 防 士 長

□ 神奈川県消防学校

専

科

教

育

1

市長部局へ出向

採 用 人 員

△ 2

10 4 32

1

126

117

121 116

121

（人）（令和２年４月１日）

△ 2△ 1

平成２８年度

128

平成３０年度

128

令和２年度

△ 2 △ 5

火災調査科

市長部局より出向

消防学校へ出向

科 目

R1.8.22～R1.10.11

R2.1.15～R2.1.28

令和元年度

消 防 職 員 数

126前年度当初人員

△ 4

128

消 防 司 令 補

（令和元年度）

階 級教 育 期 間

１－１５　消防職員年度別推移

１－１６　消防職員研修実施状況

116

　　　　　　　 年 度
　区 分

6

前 年 度 退 職 者

消 防 士 長

平成２９年度

消 防 士

救急振興財団救急救命
東京研修所第57期

R1.8.28～R2.3.9 消防士長

□ 救急救命士養成所 （令和元年度）

特 殊 災 害 科

R1.8.14～R1.9.6

女性活躍推進研修 R2.1.23

消 防 士 長

科 目 教 育 期 間 階 級

R1.10.15～R1.11.13

特別救助隊員研修

R2.2.12～R2.2.26

特
別
教
育

航空特別応援研修 R2.3.2～R2.3.6 消 防 司 令

消 防 士

10日

外国人対応研修 R2.1.29 1日

1日
消 防 司 令 補

操法指導員研修(小型ポンプ)

消 防 士 長

R2.2.17～R2.2.21 消 防 司 令 補

消 防 士 長

消 防 司 令
R1.5.9

救 助 科

幹部特別教育(研修教官)
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128 9 31 17 41 16 14
1248 99 357 194 398 127 73
128 9 31 17 41 16 14
110 9 30 17 39 12 3
98 9 30 17 34 7 1
78 7 28 11 25 6 1
6 4 1 1

128 9 31 17 41 16 14
128 9 31 17 41 16 14
71 7 25 12 19 5 3
14 8 3 2 1

5 1 4
4 1 3
16 2 3 8 3
95 3 23 16 30 14 9
9 1 1 2 3 2
7 2 1 4
22 7 13 2

2 1 1
33 2 9 1 13 6 2
65 10 10 32 8 5
29 3 15 8 2 1
2 2
6 2 1 1 2
78 7 22 11 23 8 7
6 1 2 1 1 1
10 1 8 1
6 4 1 1
25 1 4 5 13 2
13 2 3 3 5
5 2 2 1
2 1 1
15 1 7 5 2
12 1 3 6 2
2 2

18 7 3 8

甲種危険物取扱者
乙種危険物取扱者【第1類】
乙種危険物取扱者【第2類】

普 通
準 中 型

大 型

消
防

副

士

長

消

防

士

消

防

司

令

実 員
資 格 数 合 計

運
転
免
許

高圧ガス製造保安責任者

消

防

司

令

長

以

上

消

防

士

長

特定化学物質等作業主任者

消防設備点検資格者
電気工事士

足場組立作業主任者

大 型 特 殊

玉掛ワイヤー作業者

酸素欠乏危険作業主任者

移動式クレーン運転手

有機溶剤作業主任者

衛生管理者

酸素欠乏･硫化水素危険作業主任者

１－１７　消防職員の免許・特殊技能資格者調

アマチュア無線技士
ガス溶接作業者

中 型

大 型 二 輪

アーク溶接作業者

甲種消防設備士
乙種消防設備士

陸上特殊無線技士

小 型 特 殊
原 動 機 付 自 転 車
普 通 二 輪

乙種危険物取扱者【第4類】

救急救命士
救急標準課程修了者
救急Ⅱ課程修了者

（人）（令和２年４月１日現在）

　　　　　　　　　　階　　級

　　免許・資格

乙種危険物取扱者【第3類】

乙種危険物取扱者【第5類】
乙種危険物取扱者【第6類】

丙種危険物取扱者

合
　
　
計

消 防 吏 員 消
防
事
務
職
員

消
防

司

令

補
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ポンプ

製造元／
性能（級）

指 令 車 日 産 セレナ H20.2.29 12年 129PS

連 絡 車 日 産 ＮＶ２００ H23.9.1 8年 109PS

査 察 車 スズキ エブリィ H19.10.23 12年 50PS

広 報 車 日 産 ＮＶ２００ H30.2.1 2年 109PS

防災資機材運搬車 日 野 デュトロ H18.11.6 13年 105PS

現 場 指 揮 車 日 産 キャラバン H21.11.25 10年 147PS

化学消防ポンプ
自 動 車

日 野 レンジャー H23.2.4 9年
ＧＭ

いちはら／Ａ２ 162PS

消防ポンプ自動車 いすゞ エルフ H26.1.20 6年 長野ポンプ／Ａ２ 140PS

はしご付消防自動車
（３０Ｍ級）

日 野 プロフィア H27.2.5 5年 320PS

救 助 工 作 車 日 野 レンジャー H17.2.22 15年 240PS

高 所 救 助 車
（１３Ｍ級）

日 野 デュトロ H18.1.27 14年 150PS

救急自動車 トヨタ ハイメディック R2.3.3 0年 151PS

救急自動車 トヨタ ハイメディック H31.1.15 1年 151PS

救急自動車 トヨタ ハイメディック H24.1.16 8年 151PS

救急自動車 トヨタ ハイメディック H22.4.13 9年 151PS

小型 動力ポンプ R1.9.1 0年 トーハツ／Ｂ２ 29PS

〃 H14.2.28 17年 トーハツ／Ｂ３ 40PS

水槽付消防ポンプ
自 動 車

日 野
スーパー
ドルフィン
プロフィア

H18.3.17 14年
野口ポンプ

／Ａ２ 380PS

消防ポンプ自動車 日 野 デュトロ H21.2.5 11年 長野ポンプ／Ａ２ 150PS

救急自動車 トヨタ ハイメディック H29.1.18 3年 151PS

防災資機材運搬車 日 産 アトラス H30.11.9 1年 130PS

小型 動力ポンプ R1.9.1 0年 トーハツ／Ｂ２ 29PS

〃 H12.4.1 20年 トーハツ／Ｂ３ 33PS

水槽付消防ポンプ
自 動 車

日 野
スーパー
ドルフィン
プロフィア

H20.3.18 12年
野口ポンプ

／Ａ２ 380PS

消防ポンプ自動車 日 野 デュトロ H19.3.14 13年
モリタポンプ

／Ａ２ 150PS

救急自動車 トヨタ ハイメディック H30.2.8 2年 151PS

防災資機材運搬車 日 産 アトラス H18.9.13 13年 120PS

小型 動力ポンプ H3.10.30 27年 トーハツ／Ｂ３ 33PS

消
防
本
部

消

防

署

（令和２年４月１日現在）

馬

力

車 種

本

署

西

分

署

１－１８　消防本部・署 車両及び小型動力ポンプ現有状況

配置先 車 両 名 称

登
録
年
月
日

経

過

年

数

南

分

署
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保有数 保有数

39基 1台

3着 8台

2着 9台

3着 1台

3台 1台

6台 4台

4台 2台

12台 2台

3台 1台

1台 1台

1台 1台

7台 6台

1式 6台

4台 6台

2台 10台

1台 21台

1台 2台

2台 13台

1台 　

1台

305 37 196 253 148 1,085

163 10 106 143 77 574

104 6 49 65 49 315

5 1 2 1 9

17 1 6 29 8 69

56 5 28 28 31 168

26 　 14 6 9 69

59 4 57 78 28 259

2 1 9 13

11 1 12 29 6 70

28 23 29 12 108

18 2 22 11 10 68

10 2 17 18 2 58

7 1 3 10 1 24

1 3 6

3 14 5 1 28

ガ ス 溶 断 器

大 型 万 能 斧

ポ ケ ッ ト 線 量 計

大 型 油 圧 切 断 機

半 自 動 式 除 細 動 器

救

助

用

大型油圧スプレッター

放 射 線 防 護 服

陽 圧 式 化 学 防 護 服

パルスオキシメーター

ペ ダ ル カ ッ タ ー

電 気 ハ ン マ ー ド リ ル

簡 易 画 像 探 索 機

発 電 機

ア ー ク 溶 接 機

ジ ェ ッ ト シ ュ ー タ ー

残 留 塩 素 測 定 器

大　山 高 部 屋

削 岩 機

可 燃 性 ガ ス 測 定 器

救
急
用

そ
の
他

空 気 式 救 助 マ ッ ト

マ ン ホ ー ル 救 助 器 具

空 気 鋸

放 射 線 測 定 器

機 械 器 具 名

エ ア ー ツ ー ル

機 械 器 具 名

空 気 呼 吸 器

耐 熱 服

有 毒 ガ ス 測 定 器

分 類

可 搬 ウ ｨ ン チ

１－１９　主な機械器具保有状況

（令和２年４月１日現在）

油 圧 ジ ャ ッ キ

マット型空気式ジャッキ Ａ Ｅ Ｄ

エ ン ジ ン カ ッ タ ー

チ ェ ー ン ソ ー

分 類

ダイヤモンドチェーンソー

送 排 風 機

75

8

1

11

146

33小 計

60t以上～100t未満

40t以上～60t未満

2池

5

合 計

100t 以上

60t以上～100t未満

20

伊 勢 原

そ
の
他

20t以上～40t未満

16

小 計

40t以上～60t未満

比 々 多 成　瀬

私

設

5そ の 他（受水槽等）

42
公

設
14

消 火 栓

保

護

用

測

定

器

救

助

用

プ ー ル

熱 画 像 直 視 装 置

夜 間 暗 視 装 置

救 命 索 発 射 銃

監 視 モ ニ タ ー

防

火

水

槽

大　田

（基）（令和２年４月１日現在）

１－２０　地区別消防水利

小 計

2

20t以上～40t未満

　　　　　　　 　地　区　別

　水 利 区 分

9

100t 以上

合　計
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令和２年４月１日現在）１－２１ 消防施設配置図 （

消 防 団 消 防 団 ポ ン プ 水槽付消防 は し ご 13ｍ高所 救 急 救 助
消防本部 消 防 署 化 学 車

Ｎ 本 部 器具置場 自 動 車 ポンプ自動車 自 動 車 救 助 車 自 動 車 工 作 車

W E

現 場 資 機 材 小型動力 防 災小型動力ポ

指 揮 車 運 搬 車 ポ ン プ 活 動 車S
指 令 車 広 報 車 査 察 車 連 絡 車

ンプ付積載車

日向薬師

小型動力ポンプ特別配置

大 山 雲 井 橋 １台阿夫利神社 消防本部

大 山 阿 夫 利 神 社 １台

大 山 寺 １台大山寺 3分団2部

日 向 薬 師 １台大山雲井橋 3分団1部 東名高速

高部屋

R246号-

5分団3部 小田急線

3

2分団3部 大 山

0

厚木市

-

3分団4部

2分団1部 5分団2部 国道271号

3分団3部 成 瀬

2分団2部 5分団1部

消防団本部5分団4部

1分団3部

伊勢原 5分団5部

4分団5部西分署
1分団4部

4分団3部 大 田

1分団1部比々多 1分団2部
4分団1部

4分団2部 6分団4部 6分団1部

1分団5部 6分団2部秦野市

4分団4部 6分団3部

1分団6部

平塚市

消防署 南分署



２ 火災予防



 イ以外の複合用途 80 16

１７項  文化財建造物 4

１５項  前各号に該当しない事業場 231 84

１６項
イ  複合用途（特定用途を含む） 265 136

ロ

 飛行機等の格納庫 1 1

１４項  倉庫 101 31

１２項  工場、作業場 444 158

１３項
イ  自動車車庫、駐車場 11 8

ロ

１０項  車両の停車場等 3

１１項  神社、寺院、教会等 50 22

７項  小・中・高・大学、各種学校 67 66

８項  図書館、博物館、美術館等 2 2

(５)  身体障害者福祉センター等 21 4

ニ  幼稚園、特別支援学校 26 25

ハ

(１)

 助産施設、保育所、 16 15

(４)  児童発達支援センター等 3 1

(３)

 老人デイサービスセンター等 12 6

(２)  更生施設

(４)  障害児入所施設

(５)  障害者支援施設 5 3

 救護施設

(３)  乳児院

(４) 無床診療所、無床助産所 34 6

ロ

(１)  特別養護老人ホーム等 41 41

(２)

特定診療科名を有し４人以上入院可 1 1

(３) 病院（(1)以外）、有床診療所（(2)以外） 4 4

 寄宿舎、共同住宅等 1904 246

６項

イ

(１) 療養病床、一般病床で見守り体制なし 1 1

(２)

４項  百貨店、マーケット等 113 78

５項
イ  旅館、ホテル等 49 41

ロ

2

３項
イ  待合、料理店等 4 3

ロ  飲食店 95 58

59 58

２項
ロ  遊技場又はダンスホール 7 6

ニ  カラオケボックス等 2

合　　　　　　計 3659 1126

１項
イ  劇場等 3 3

ロ  公会堂又は集会場

２－１　防火対象物の状況

（棟）（令和２年３月３１日現在）

消防用設備等
設置義務対象物

防火管理者
選任義務対象物

区　分

業 態 別
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301 296 4 1

イ  劇場等

ロ  公会堂又は集会場

ロ  遊技場又はダンスホール

ニ  カラオケボックス等 1 1

イ  待合、料理店等

ロ  飲食店 3 3

　４項 3 3

イ  旅館、ホテル等

ロ  寄宿舎、共同住宅等 17 17

イ  病院、診療所等 6 6

ロ
 特別養護老人ホーム、
 介護老人ホーム等

1 1

ハ
 老人デイサービスセンター、
 保育所等

2 1 1

ニ  幼稚園又は特別支援学級

　７項 3 3

　８項

　10項

　11項 2 2

　12項 イ  工場、作業場 8 8

イ  自動車車庫、駐車場

ロ  格納庫

　14項 14 13 1

　15項 13 13

イ  複合用途(特定用途を含む) 1 1

ロ  イ以外の複合用途

　 227 225 2

　

２－２　建築物同意事務取扱状況

（件）（令和元年度）

                        　　　　区　　分

　　業　態　別

計

新

築

増

築

増

改

築

改

築

模
様
替
え

大
規
模
な

用
途
変
更

　13項

合 計

　１項

　２項

　３項

 百貨店、マーケット等

　５項

 倉庫

 前各号に該当しない事業場

　16項

 専用住宅

 その他

　６項

 小・中・高・大学、各種学校等

 図書館、博物館、美術館等

 車両の停車場等

 神社、寺院、教会等
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２－３　火災予防査察状況

（令和元年度）

査
察
実
施
棟
数

勧
告
対
象
棟
数

勧
告
数
(件)

指  導  事  項  （件）

消
防
用
設
備

建
物
の
構
造

火
気
使
用
設
備

電
気
使
用
設
備

危
険
物
関
係

防
火
管
理
関
係

そ
の
他

合　　　　　　計 366 281 604 232 2 4 4 16 307 39

１項
イ  劇場等 4 3 10 2 1 1 5 1

ロ  公会堂又は集会場 36 34 107 22 73 12

２項
ロ  遊技場又はダンスホール 3 2 3 1 2

ニ  カラオケボックス等

３項
イ  待合、料理店等 1 1 2 1 1

ロ  飲食店 16 13 47 20 4 1 18 4

４項  百貨店、マーケット等 33 30 94 31 1 1 1 57 3

５項
イ  旅館、ホテル等 3 2 2 1 1

ロ  寄宿舎、共同住宅等 31 20 30 12 16 2

６項

イ

(１) 療養病床、一般病床で見守り体制なし

(２) 特定診療科名を有し４人以上入院可

(３) 病院（(1)以外）、有床診療所（(2)以外）

(４) 無床診療所、無床助産所

ロ

(１)  特別養護老人ホーム等 2 2 8 2 4 2

(２)  救護施設

(３)  乳児院

(４)  障害児入所施設

(５)  障害者支援施設

ハ

(１)  老人デイサービスセンター等

(２)  更生施設

(３)  助産施設、保育所、

(４)  児童発達支援センター等

(５)  身体障害者福祉センター等 1 1 3 2 1

ニ  幼稚園、特別支援学校 3 1 1 1

７項  小・中・高・大学、各種学校 29 27 29 16 1 2 7 3

８項  図書館、博物館、美術館等

１０項  車両の停車場等

１１項  神社、寺院、教会等 7 5 12 7 1 4

１２項  工場、作業場 63 48 31 11 8 9 3

１３項
イ  自動車車庫、駐車場

ロ  飛行機等の格納庫

１４項  倉庫 6

１５項  前各号に該当しない事業場 11 9 8 3 1 1 3

１６項
イ  複合用途（特定用途を含む） 89 65 179 78 2 92 7

ロ  イ以外の複合用途 28 18 38 23

１７項  文化財建造物

13 2
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53 32 39 1 6 7 25

1 1 1 1

8 4 3 1 2

13 8 1 1

1

8 6 3 3

2

営 業 用 11 8 24 1 4 7 12

自 家 用 1 1 2 2

8 4 4 1 3

1 1

4 230

1 1

2 76

22

1

57

7

1

営 業 用 11

自 家 用 13

1 40

1

２－４　危険物施設査察状況

（件）（令和元年度）

                区　分
 

  製造所等の別

査

察

実

施

数

施

設

勧

告

の

あ

っ

た

勧

告

総

数

勧 告 内 容

位

置

構

造

設

備

方

法

貯

蔵

取

扱

い

標

識

板

保

安

監

督

者

危

険

物

そ

の

他

合 計

製 造 所

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所

屋 外 貯 蔵 所

第

三

類

第

四

類

第

五

類

取

扱

所

給油取扱所

一 般 取 扱 所

販 売 取 扱 所

２－５　危険物施設状況

（施設）（令和２年３月３１日現在）

移動タンク貯蔵所

第

六

類

合 計

合 計 234

製 造 所 2

                区　分
 

  製造所等の別

第

一

類

第

二

類

販 売 取 扱 所

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所 78

屋外タンク貯蔵所 22

屋内タンク貯蔵所 1

地下タンク貯蔵所 57

1

7

屋 外 貯 蔵 所 1

取

扱

所

給油取扱所
11

13

一 般 取 扱 所 41
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308人 24件 815人45件 1381人

社会教育活動

418件 5485人

内 容参 加 人 員

見 学

415回

1,797人

２－８　市コミュニティ防災センター利用状況

 市内防火対象物からの消防訓練実施結果報告数消 防 訓 練

5件

訓練研修

４階

43,471人

階 数

 防災講演、火災予防講演、防火映画等

（令和元年度）

棟 数

（令和元年度）

そ の 他

２－６　中高層建物状況

２－７　防火教育等実施状況

（令和２年３月３１日現在）

３階 ５階 ７階 合　計

954棟

９階

152棟506棟 31棟 44棟

６階

8棟

８階

185棟

合計

492件 7989人

防 火 教 育

10階以上

18棟

区 分 実 施 数

8回

10棟
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(注)　消防用設備等点検結果報告書の件数は事業所数

設 置 許 可 3 1 1 5

変 更 許 可 3 10 13

種 類 ・ 数 量 変 更

除 外 ・ 取 止

仮 使 用 1 9 10

完 成 検 査 3 3 1 1 14 22

タ ン ク 検 査 12

 

取 扱 所

合

計

給

油

取

扱

所

一

般

取

扱

所

販

売

取

扱

所

1

4

27

貯 蔵 所

4

水張検査2  　　水圧検査10

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

屋

外

貯

蔵

所

30軽 微 な 変 更 届 出 書 17

予 防 規 程 認 可 申 請 書

　　　　　製造所等の別

  申 請 別

屋

内

貯

蔵

所

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

4

製

造

所

（件）

90 114

156

11

166

669

75

149

19

135

1

242

179 186

２－９　主な届出状況

届 出 区 分 平成３０年度 平成２９年度

消 防 用 設 備 等 着 工 届 出 書

（件）(令和元年度)

2,064 1,974

4

6

222

839

57

12

6

18

合 計

保 安 監 督 者 選 任 届 出 書

10

3

2

6

11

30

21

13

17

道 路 工 事 届 出 書

44

3

２－１０　危険物設置関係申請処理状況

14り 災 証 明 書

禁 止 行 為 解 除 申 請 書

35

消防用設備等点検結果報告書(注)

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 出 書

防 火 管 理 者 選 任 ( 解 任 ) 届 出 書

防 災 管 理 者 選 任 ( 解 任 ) 届 出 書

自衛消防組織設置（変更）届出書

消 防 計 画 届 出 書

9

168

12

火災とまぎらわしい行為の届出書

煙 火 打 ち 上 げ 届 出 書

4

30変 電 設 備 設 置 届 出 書

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス 等 届 出 書

176

設 置 者 変 更 届 出 書

令和元年度

101

362

797

118

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 届 出 書

少量危険物貯蔵取扱廃止届出書

ボ イ ラ ー 設 置 届 出 書

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 書

167

199

6

3

4

2,319

14

26

4

17

2

露 店 等 の 開 設 届 出 書 26 29 27

41

17

155

11

180

指 定 可 燃 物 貯 蔵 届 出 書
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３ 火災と気象



令和元年中 平成３０年中 平成２９年中

27件 32件 33件

737㎡ 755㎡ 465㎡

13ａ 2ａ

11棟 19棟 18棟

101,056千円 105,850千円 35,037千円

4世帯 10世帯 10世帯

1人 6人 3人

990円 1,035円 342円

3,743千円 3,308千円 1,062千円

令和元年中 平成３０年中 平成２９年中

10 15 16

3 3 2

2 2

12 12 15

27 32 33

（件）

車 両 火 災

　　　　　　　　　　　年　中
　種　別

建 物 焼 損 面 積

損 害 見 積 額

合 計

林 野 火 災

建 物 火 災

そ の 他 の 火 災

市 民 １ 人 当 た り の
損 害 見 積 額

３－１　火災概要

　　　　　　　　　　　年　中
　種　別

死 者 数

３－２　火災件数推移

負 傷 者 数

火 災 発 生 件 数

林 野 焼 損 面 積

建 物 焼 損 棟 数

火 災 １ 件 当 た り の
損 害 見 積 額

り 災 世 帯 数
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 不

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 明

時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時

令 和 元 年 中 27 3 2 1 1 1 1 3 1 2 3 2 3 4

平成３０年中 32 1 1 1 2 1 3 2 1 2 3 3 2 2 2 1 2 3

平成２９年中 33 1 1 2 1 1 4 3 2 2 2 1 3 2 2 1 1 4

合 計伊勢原

5

2

27

（件）

33

3

合 計

た き 火

平 成 ３ ０ 年 中 4 9

　　　　　　 　　地 区 別
　年　別

32

7 7

令和元年中

1

10

1

1

1

（件）
３－５　時間別火災件数

2 6 11 8平 成 ２ ９ 年 中 5 331

　　　時間別

  年 別

　　　　　　　　　　　年　別
 原 因 別

た ば こ

平成３０年中

こ ん ろ

6

5 32

放 火 の 疑 い

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

火 遊 び

放 火

風 呂 か ま ど

ス ト ー ブ

4 4

11 12不 明

電 気 関 係

そ の 他

煙 突 ・ 煙 道

2 5

8 5

1

4 3

3

合

計

３－３　原因別火災発生件数

大　山 高部屋 比々多 成　瀬 大　田

（件）

３－４　地区別火災件数

平成２９年中

4 27令 和 元 年 中 6 3 6 8
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令 和 元 年 中 2 2 4 3 4 3 1 4 1 3 27

平 成 ３ ０ 年 中 4 4 3 4 2 1 1 4 2 4 3 32

平 成 ２ ９ 年 中 5 4 1 4 4 1 1 4 1 5 3 33

伊 勢 原 市

平 塚 市

厚 木 市

秦 野 市

 

（件）
　　　　都市名

 種 別
区分

応援

受援

応援

受援

応援

受援

応援

受援 3

2

6

6

5

3

3

1

1

3

4

6

1

4

112,857

３－８　消防相互応援状況

(令和元年中)

平 塚 市

厚 木 市

28

26

秦 野 市

合 計

平成
２９年中

（件）

102,046 45,892

67.88

救 助 出 動 合 計

 　　　   区分

 都市名

257,600

7月

人　 口

（人）

世 帯 数

（世帯）

5月 6月

令和
元年中

（件）

 面　積

（k㎡）

平成
３０年中

（件）

59

44

 （令和２年４月１日現在）

火 災 件 数

32

47

46

74

３－６　月別火災件数

合計8月 9月 10月
    　   月 別

 年 別
4月 12月1月 11月

103.76 164,498 72,377

100,792

55.56

5556

火 災 出 動 救 急 出 動

(件)

３－７　隣接都市との火災件数比較

93.84 224,139

2月 3月

27 33
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最
高

15.3 20.0 21.9 24.4 29.9 30.8 33.8 35.9 36.8 30.3 24.1 20.8 27.0

平
均

5.6 7.5 10.6 13.4 19.4 21.6 24.4 28.3 25.3 19.7 13.4 8.8 16.5

最
低

16.4 31.7 17.2 22.4 26.7 37.4 63.2 58.2 47.4 39.3 34.3 32.0 35.5

平
均

61.3 66.9 67.1 70.3 72.8 86.2 91.1 86.2 83.1 85.2 78.5 77.5 77.1

最
大

16.1 16.4 17.6 14.6 19.1 26.7 17.6 16.5 32.4 28.0 18.2 15.4 19.8

平
均

1.8 2.4 2.6 2.3 2.3 2.3 2.2 2.2 2.3 2.9 2.2 1.9 2.2

最
低

995.1 996.8 986.0 993.6 993.2 981.9 995.4 991.6 981.0 956.5 999.0 990.1 988.3

平
均

1010.8 1012.3 1007.5 1007.7 1008.0 1002.4 1004.4 1003.7 1009.8 1010.5 1012.7 1014.0 1008.6

11.0 38.0 91.0 127.5 168.0 200.0 116.0 75.5 114.0 463.0 84.0 67.0 129.5

総雨量 1,555.0

10.5 28.0 123.5 173.5 206.0 239.5 194.0 95.5 160.5 658.5 141.5 101.5 177.7

総雨量 2,132.5

11.0 33.0 91.5 147.5 233.5 215.0 154.0 138.0 123.5 500.5 99.5 81.0 152.3

総雨量 1,828.0

10.5 34.0 96.5 124.5 164.0 187.5 132.0 65.5 143.0 495.5 80.5 70.5 133.6

総雨量 1,604.0

成
瀬
中

雨量

(mm)

大
山

善
波

　(令和元年中)

7月 8月 年平均
(年総雨量)

10月 11月 12月

湿度

(％)

風速

(m/s)

気圧

(hpa)

３－１０　降雨量前年度との比較（本署）

３－９　気象状況

気温

(℃)

　　  月

 区分
1月 2月

本
署

5月 9月6月3月 4月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成29年 24.5 14.5 91.5 100.5 64.0 124.5 42.0 107.0 183.0 368.0 34.0 14.0

平成30年 62.5 12.5 216.5 131.5 132.5 112.5 214.5 115.5 274.5 33.5 29.0 55.0

令和元年 11.0 38.0 91.0 127.5 168.0 200.0 116.0 75.5 114.0 463.0 84.0 67.0

1.0

10.0

100.0

1000.0

mm

総雨量 1,167.5㎜ 総雨量 1,390.0㎜ 総雨量 1,555.0㎜

平成29年 平成30年 令和元年
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6.7 24.2 11.2 2.6 1.7 1.2 1.0 3.3 5.7 10 5.8 1.7 0.4 0.5 4.2 9.0 10.8

100 ％

      

   

       

        

        

      

数量 数量       

1 1        

1 1        

1 1        

4      

     

365 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31
191 22 17 17 14 15 13 8 16 15 13 22 19
129 9 8 9 12 13 10 17 11 14 11 5 10
44 2 5 4 3 7 6 4 1 7 3 2
1 1

雨　量　計

風　速　計

（日） (令和元年中)

 

風　向　計

 

温　度　計

 

4月 9月3月

湿　度　計

7月2月 6月

３－１１　年間風向割合

南
南
西

（台）

西
東
南
東

8月

３－１３　天候月別日数

 

5月

 

北
北
西

西
北
西

 

 

南

（ 計 ）

12月10月

(令和元年中)

北
北
北
東

北
東

東
北
東

北
西

南
東

観測器具名

雪

1月

観測器具名

３－１２　気象観測器具現有数

曇

気　圧　計

計

百　葉　箱

雨

晴

静
穏

風 向 別

東
南
西

南
南
東

西
南
西

合計

11月
              　 月
 天 候
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区分 配 置 先 配置数

消 防 本 部 1基

消 防 本 部 1基

指 令 車 1基

連 絡 車 1基

防 災 資 機 材 運 搬 車 1基

査 察 車 1基

広 報 車 1基

消 防 署 1基

消 防 署 1基

消 防 署 1基

現 場 指 揮 車 1基

消 防 ポ ン プ 自 動 車 1基

化学消防ポンプ自動車 1基

救 助 工 作 車 1基

　はしご付消防自動車（30M級） 1基

高所救助車（13M級） 1基

救 急 自 動 車 1基

救 急 自 動 車 1基

救 急 自 動 車 1基

各隊で所持 8基

各隊で所持 16基

通 信 指 令 隊 1基

指揮係、救助係で所持 2基

南 分 署 1基

水槽付消防ポンプ自動車 1基

消 防 ポ ン プ 自 動 車 1基

救 急 自 動 車 1基

防 災 資 機 材 運 搬 車 1基

消防隊で所持 1基

各隊で所持 5基

西 分 署 1基

水槽付消防ポンプ自動車 1基

消 防 ポ ン プ 自 動 車 1基

救 急 自 動 車 1基

防 災 資 機 材 運 搬 車 1基

各隊で所持 2基

各隊で所持 5基

消防隊で所持 1基

本団、各班長以上で所持 69基

待機室配置 27基

各部車両配置 27基

西

分

署

携帯局(防災相互波) いせはら７４

いせはら４０１～４０５

携帯局(防災相互波)

携帯局（署活系）

携帯局（署活系）

いせはら　３１

いせはら にしさぎょう１

いせはら みなみきゅうきゅう１

いせはら ２２,４１

いせはら きゅうじょ１

いせはら７１

いせはら７２,７３

いせはら にしたんく１

いせはら３０１～３０５

いせはら にし１

無 線 呼 称 名

しょうぼう いせはら

いせはら ぽんぷ１

いせはら みなみ１

いせはら みなみたんく１

携帯局（署活系）

いせはら かがく１

いせはら１０１～１１4,５０１,５０２

携 帯 局

いせはら れんらく１

３－１４　通信機器等配置表

いせはら こうほう１

基 地 局

無線種別

本

部

ぼうさい いせはら

いせはら しれい１

移 動 局

移 動 局

移 動 局

移 動 局

いせはら さぎょう１

いせはら ささつ１

移 動 局

いせはら しき４

いせはら しき３

携 帯 局

いせはら しき２

移 動 局

移 動 局 いせはら はしご２

移 動 局

移 動 局

いせはら きゅうきゅう３

移 動 局 いせはら しき１

受 令 機

防災行政用無線

移 動 局

移 動 局

移 動 局

移 動 局

携帯局（署活系）

移 動 局

移 動 局

移 動 局

移 動 局

移 動 局 いせはら みなみぽんぷ１

いせはら みなみさぎょう１

いせはら にしきゅうきゅう１

移 動 局

受 令 機

携 帯 局

いせはら にしぽんぷ１

消
防
団

移動局(防災相互波)

移 動 局

移 動 局

移 動 局 いせはら きゅうきゅう１

いせはら はしご１

いせはら１０～１２,２１,５１～５３,６１

移 動 局 いせはら きゅうきゅう２

本

署

南

分

署

移 動 局

移 動 局

移 動 局
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（件）

（件）

（件）

44厚 木 市

３－１７　携帯電話等からの緊急通報件数

　　　　　　年 別
 種 別

平成30年中 平成29年中

川 崎 市

平 塚 市

35

145

1,665

48

4,117

79

46

秦 野 市

歯 科

167

眼 科

24

168

火 災

内 科

救 急

合 計

警 戒

救 助

調 査

そ の 他 2,304

Ｉ Ｐ 電 話

合 計 4,617

平成30年中 平成29年中

105

362

　　　　　　年 別
 種 別

130

21

7,100

３－１６　加入電話病院照会件数

376

307

406

139

7,039

2,833

外 科

小 児 科

1,655

30

552348

平成30年中 平成29年中

合 計

　　　　　　年 別
 市 別

３－１５　１１９番受信状況 

49

耳 鼻 咽 喉 科

そ の 他

横 浜 市 2

309

伊 勢 原 市

2,642

令和元年中

46

4,372

54

166

97

42

4,148

54

197

108

55

20

1,947

5,470

97

1,505

3,381

4

2

61

130

2,869

7,440

396

320

1

令和元年中

令和元年中

1,830

5,182

35

140

104

1,451

3,179

5

62

84
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４ 救急と救助



火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

令和元年中 10 1 350 44 47 857 18 54 3,650 340

平成30年中 16 1 395 49 40 784 22 42 3,587 229

平成29年中 20 387 29 53 742 13 46 3,220 235

令和元年中 1 1 320 42 45 793 16 41 3,287 216

平成30年中 4 367 49 40 741 16 33 3,329 207

平成29年中 3 361 29 53 694 13 34 2,997 225

令和元年中 1 1 345 43 46 796 16 41 3,288 217

平成30年中 4 394 49 40 743 16 33 3,330 208

平成29年中 3 386 30 53 695 13 34 3,002 225

0時 2時 4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時

～～～～～～～～～～～～

2時 4時 6時 8時 10時 12時 14時 16時 18時 20時 22時 24時

244 201 242 408 577 628 639 594 617 491 397 333

262 191 203 393 598 592 588 550 538 499 443 308

222 174 195 341 530 580 475 498 504 491 422 313

4,441

5

31

4,817

1,663

2,295

829

2

31

637

平成３０年中

1,637

2,131

平成２９年中

平成３０年中

合 計

令和元年中

1,903

2,273

585

4,794

東 海 大 学 病 院

市 外 医 療 機 関

伊 勢 原 協 同 病 院

平成２９年中

４－１　救急業務の推移

４－２　搬送先別搬送人員

４－３　時間別救急出動件数

令和元年中区 分

  　　　　時間別

 年中別

4,817

休 日 夜 間 診 療 所

（件）

　
　　　　事故別

 年中別

救 急 事 故 種 別

搬
送
人
員
(人)

4,409

30

合

計

4,745

（人）

搬
送
件
数
(件)

出
場
件
数
(件)

5,165

4,786

5,371

4,762

4,794

そ の 他

4,441
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死 亡

重 症 2 2

中 等 症 1 9 10

軽 症 1 1

小 計 1 12 13

死 亡 1 1

重 症 1 2 3 6

中 等 症 10 62 9 81

軽 症 5 45 65 1 116

小 計 5 56 130 13 204

死 亡

重 症 1 1 3 5

中 等 症 8 9 8 3 35 2 65

軽 症 42 9 26 1 50 1 129

小 計 50 18 34 1 4 86 6 199

死 亡 1 2 11 14

重 症 1 4 1 1 2 1 4 52 20 86

中 等 症 43 17 9 39 3 15 383 58 567

軽 症 161 16 15 101 6 12 485 10 806

小 計 1 209 34 25 142 10 33 931 88 1,473

死 亡 5 41 46

重 症 3 1 26 1 258 32 321

中 等 症 1 23 3 1 201 1 2 1,021 62 1,315

軽 症 55 5 2 332 4 1 820 4 1,223

小 計 1 81 9 3 564 5 4 2,140 98 2,905

死 亡 1 5 2 53 61

重 症 1 7 2 1 29 1 6 313 60 420

中 等 症 1 74 20 19 258 4 20 1,502 140 2,038

軽 症 263 21 26 504 11 13 1,420 17 2,275

合 計 1 1 345 43 46 796 16 41 3,288 217 4,794

（人）（令和元年中）

少

年

成

人

４－４　事故種別、年令区分別、傷病程度別、搬送人員調

年
令
区
分

　  事故種別

 傷病程度

火

災

自

然

災

害

水

難

合

計

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

運

動

競

技

新

生

児

乳

幼

児

交

通

事

故

労

働

災

害

高

齢

者

合

計
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（件）（令和元年中）

（人）（令和元年中）

（人）（令和元年中）

（件）（令和元年中）

1

（件）

56

中 等 症

軽 症

26

29

令和元年中

946

平成３０年中
　　　　　　　年　中
 傷病程度

４－９　救急支援（ＰＡ）出動件数

25

4重 傷

令和元年中

（人）
４－１０　熱中症件数

2,129 607

大山の（　）内は山岳件数

死 亡

平成３０年中 平成２９年中

712

平成２９年中

549

大 山 高部屋 比々多

508

147

大 田

184(38)

成 瀬 合 計

県道
平塚／
伊勢原線

16

４－６　救急患者居住地調

国道
271号線
側道

火災報知専用電話
(119番)

665

市 内 居 住 者

県道
相模原／
大磯線

４－７　覚知別救急出動件数

国道
246号線

県道
伊勢原／
藤沢線

11

その他の
道路

合　計

その他

9 20718

119

合 計

41

57

58

700

22

16

3

４－５　主要道路別交通事故救急件数

2,248

加入電話

県道
伊勢原／
横浜線

合 計

78 350

合 計

携帯電話
(119番)

11

5,371

その他

４－８　地区別救急件数

5,371

市 外 居 住 者 そ の 他

1,225 6

伊勢原

6

13

4,121

2,679

合 計

駆け込み

21276

8 4,794
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　 （回）

令和元年中 平成３０年中 平成２９年中

気 管 挿 管 12 6 7

食道閉鎖式エアウェイ 61 74 55

輸 液 （ 心 肺 停 止 ） 66 72 51

輸 液 （ 心 肺 停 止 前 ） 38 12 7

薬 剤 投 与 65 69 51

ブ ド ウ 糖 投 与 3 3 2

26 7 8

8 14 12

99 108 96

7 16 33

53 138 119

1 8

4,656 4,630 4,269

3,621 3,651 3,566

4,761 4,772 4,370

3,274 3,245 2,885

35 31 24

517 531 558

9 11 10

897 956 950

35 59 40

372 368 332

4,733 4,745 4,227

23,348 23,519 21,680

　

合 計

固 定

そ の 他 の 処 置

心 電 図 測 定

止 血

被 覆

人 工 呼 吸

酸 素 吸 入

保 温

４－１１　応急処置の状況

在 宅 療 法

血 圧 測 定

聴 診 器

経 鼻 エ ア ウ ェ イ

用 手

血 中 酸 素

項 目

除 細 動

特
　
定
　
行
　
為

血 糖 値 測 定

心 肺 蘇 生
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４－１２　過去３年間の救助出動件数

　

山
 
岳

そ
の
他

令
　
和

出 動 件 数
(件)

109 4 4 10 1 44 30 16

元
活 動 件 数

（件）
65 6 1 25 26 7

年
　
中

救 助 人 員
（人）

64 6 1 24 26 7

平
　
成

出 動 件 数
(件)

122 11 2 21 6 2 33 37 10

30
活 動 件 数

（件）
79 3 9 5 22 37 3

年
　
中

救 助 人 員
（人）

80 3 12 2 18 42 3

平
　
成

出 動 件 数
(件)

118 12 2 13 2 1 32 44 12

29
活 動 件 数

（件）
74 2 4 2 1 18 41 6

年
　
中

救 助 人 員
（人）

73 4 2 1 15 46 5

      　 事故種別

 区 分

水

難

事

故

自

然

災

害

風

水

害

等

事

　
　
　
故

機

械

に

よ

る

事

故

建
物
等
に
よ
る

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

建
物
以
外

合

計

火災
交

通

事

故

事
　
　
故

そ
の
他
の建

　
　
物

破

裂

事

故
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５ 消防団



歴代 在職年数

初代 4年

2代 2年

3代 2年

4代 6年3か月

5代 7年

6代 3年

7代 3年

8代 4年

9代 4年

10代 4年

11代 10年

12代 4年

13代 4年

14代 6年

№ 階 級

1 団 長

2 副団長

3 団 長

4 副団長

5 副団長

6 副団長

7 団 長

8 副団長

9 団 長

10 団 長

11 分団長

12 分団長

13 団 長

14 分団長

15 団 長

16 団 長

17 団 長

磯 崎 敬 三

５－１　歴代消防団長

５－２　叙勲受章者

宮 崎 忠 夫

青 木 善

杉 﨑 利 之

鈴 木 美 男

昭和57年４月１日 ～ 昭和61年３月31日

昭和44年４月１日 ～ 昭和51年３月31日

受　章　日

鈴 木 美 男

越 地 常 久 勲七等青色桐葉章

昭和29年12月１日 ～ 昭和33年12月13日

昭和33年12月14日 ～ 昭和35年12月14日

昭和35年12月15日 ～ 昭和37年12月14日

昭和37年12月15日 ～ 昭和44年３月31日

昭和51年４月１日 ～ 昭和54年３月31日

昭和54年４月１日 ～ 昭和57年３月31日

石 田 昭 治

矢 作 英 保

磯 崎 敬 三

鳥 海 謙 一

叙 勲 種 類

舞 出 秀 雄

石 田 昭 治

城 所 勝 久

昭和52年４月29日

平 成 24 年 11 月 3 日

勲七等青色桐葉章

勲六等単光旭日章

山 本 益 治

青 柳 常 久

平成７年４月29日

平 成 ９ 年 11 月 3日

平成12年４月29日

在 職 期 間

受 章 者

北 村 駒 治

陶 山 悌 造

勲六等単光旭日章

昭和61年４月１日 ～ 平成２年３月31日

平成20年４月１日 ～ 平成24年３月31日

昭和52年４月29日

中 村 稔

中 村 稔

氏 名

勲 六 等 瑞 宝 章

勲七等青色桐葉章

平成２年４月１日 ～ 平成６年３月31日

平成６年４月１日 ～ 平成16年３月31日

平成16年４月１日 ～ 平成20年３月31日

下 山 博

昭和59年４月29日

昭和62年４月29日

昭 和 51 年 11 月 3 日

平成28年５月16日瑞 宝 単 光 章

北 村 駒 治

舞 出 秀 雄

鈴 木 宗 太 郎

山 本 益 治

小 泉 留 吉

高 崎 元 治

苅 籠 敏 夫

瑞 宝 単 光 章

勲 五 等 瑞 宝 章

勲 六 等 瑞 宝 章

瑞 宝 単 光 章

昭 和 46 年 11 月 3 日

昭和47年４月29日

平 成 16 年 11 月 3 日

勲七等青色桐葉章

勲 六 等 瑞 宝 章

勲七等青色桐葉章

勲七等青色桐葉章

下　　山　　　　博 瑞 宝 単 光 章 令和元年11月３日

加 藤 重 治 平成24年４月１日 ～ 平成30年３月31日

鳥 海 謙 一

瑞 宝 双 光 章

昭 和 58 年 11 月 3 日

平成25年４月29日

平成６年４月29日
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10

44

59 1

1 5

8

女性消防団

副分団長 部  長

第6分団

1 1 3

1

1

1

5

6

1 2 6 6 28 55

6部

3部

4部

5部

（令和２年４月１日現在）

4

5

58

48 4

42

30 5 4

5

5

41

1

1 10第 ４ 分 団

第 ６ 分 団

第 ５ 分 団

□ 定員 ３４６名

□ 実員 ３３８名

５－４　消防団本団・分団別の現況

50

41

1

市長

1

1

1

5

4

34

5

8

第 ３ 分 団 1

団  長 副団長 分団長

32 2

合

計

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

合

計

第1分団

1

第4分団

第5分団

240

1722 1 2 1

副団長団長

５－３　消防団の組織

　　　　　区  分

　分 団 別

合 計

団 本 部

消 防 団 員 数（人）

25

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

積

載

車

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

小

型

動

力

ポ

ン

プ

市  長

第2分団

第3分団

4部

団  員

団本部

5部

班  長

338

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

1 6 12 6

626 237

70

台数（台）

防

災

活

動

車

1

1

4

3
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　                             　平成１２年中

合　　　計 338 100 1 2 6 6 28 55 240

 ２０歳未満

 ２０歳以上２５歳未満 2 1 2

 ２５歳以上３０歳未満 10 3 10

 ３０歳以上３５歳未満 35 10 1 34

 ３５歳以上４０歳未満 71 21 1 7 63

 ４０歳以上４５歳未満 90 27 2 11 21 56

 ４５歳以上５０歳未満 69 20 1 2 11 16 39

 ５０歳以上 61 18 1 2 5 2 5 10 36

　                             　平成１２年中

合　　　計 338 100 1 2 6 6 28 55 240

 　５年未満 112 33 1 111

 　５年以上１０年未満 86 25 3 19 64

 １０年以上１５年未満 90 27 1 2 17 26 44

 １５年以上２０年未満 21 6 1 2 4 4 10

 ２０年以上２５年未満 23 7 3 2 4 5 9

 ２５年以上３０年未満 3 1 1 2

 ３０年以上 3 1 1 1 1

５－５　消防団員階級別年齢調

(令和２年４月１日現在)

比

率

（％）

合

計

（人）

５－６　消防団員階級別勤続年数調

(令和２年４月１日現在)

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

　　　　   　階　　級

   年　　齢

　　　　   　階　　級

   年　　齢

団

長

副

団

長

団

長

副

団

長

合

計

（人）

比

率

（％）
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階 級 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

報　酬
（年 額）

127,900円 98,500円 74,000円 57,600円 51,300円 44,900円 43,000円

５－７　消防団員費用弁償

件 数

延 人 数 996人 2,735人 3,731人

46件 216件 262件

５－９　消防団員出動状況

（令和元年度）

       　　　  種 別
　区 分

水・火災 警戒・訓練等 合 計

（令和２年４月１日現在）

（令和２年４月１日現在）

５－８　消防団員報酬額

出 動 区 分

水 火 災 に 従 事 し た 場 合

警戒・訓練等に従事した場合

支 給 額

２，７００円／１回

２，０００円／１回
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第1部 日野 デュトロ

第2部 日産 アトラス

第3部 日産 アトラス

第4部 日産 アトラス

第5部 三菱 キャンター

第6部 日産 アトラス

第1部 日野 デュトロ

第2部 日産 アトラス

ダイハツ デッキバン

第1部 日産 アトラス

第2部 日産 アトラス

第3部 日産 アトラス

第4部 日産 アトラス

第1部 日産 アトラス

第2部 日産 アトラス

第3部 日産 アトラス

第4部 日産 アトラス

第5部 日産 アトラス

５－１０　消防団車両一覧表

トーハツ

トーハツ

トーハツ

トーハツ

トーハツ

トーハツ

トーハツ

Ｂ３級

Ｂ３級

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

R2.3.12

Ｂ３級

Ｂ２級

H16.12.13

野口ポンプ

トーハツ

トーハツ

トーハツ

トーハツ

R2.3.12

H15.2.4

トーハツ

トーハツ

配置先
製 造 元

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

H15.11.11

H29.1.16

H19.9.20

配 置 車 両

第
４
分
団

トーハツ

長野ポンプ

トーハツ

第3部

第
１
分
団

小型動力ポンプ付
積 載 車

消防ポンプ自動車
（CD-Ⅰ型）

トーハツ

トーハツ

消防ポンプ自動車
（CD-Ⅰ型）

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

第
２
分
団

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

H25.1.30

H28.2.3

S63.11.29

小型動力ポンプ付
積 載 車

第
３
分
団

小型動力ポンプ

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

Ｂ３級

Ｂ２級

Ａ２級

Ｂ３級

Ｂ３級

Ｂ３級

Ｂ２級

シャーシー

Ｂ３級

Ｂ３級

Ｂ３級

（令和２年４月１日現在 ）

性 能

Ａ２級

Ｂ３級

Ｂ３級

登録年月日

Ｂ３級

ポ ン プ

H27.1.29

H29.1.16

H22.8.19

H19.9.20

H30.2.15

H20.11.7

Ｂ２級

H29.1.16

H17.11.21

H30.2.15
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第1部 日産 アトラス

第2部 日産 アトラス

第3部 三菱 キャンター

第4部 日産 アトラス

第5部 日産 アトラス

第1部 日産 アトラス

第2部 日産 アトラス

第3部 日産 アトラス

第4部 日産 アトラス

日産 クリッパー

□ 特別配置

大　山　雲　井　橋

大 山 寺

日 向 薬 師

大 山 阿 夫 利 神 社

トーハツ

H30.12.5

小 型 動 力 ポ ン プ 17 トーハツ

小 型 動 力 ポ ン プ

Ｂ３級

Ｂ３級

トーハツ

シバウラ
ポンプ

トーハツ

トーハツ

Ｂ３級

トーハツ

ポ ン プ

性 能

Ｂ２級トーハツ

製 造 元

Ｂ３級

配置先 配 置 車 両 シャーシー

小 型 動 力 ポ ン プ

小 型 動 力 ポ ン プ

配 置 先

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

第
５
分
団

30

28

17

H31.1.8

H15.2.4

配 置 機 械

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

小型動力ポンプ付
積 載 車

第
６
分
団

H28.2.3

小型動力ポンプ付
積 載 車

Ｂ２級

Ｂ２級

Ｂ２級

トーハツ

トーハツ

Ｂ３級

Ｂ３級H20.11.7

配置年月日

H18.11.22

H31.1.8

H17.11.21

R2.3.12

トーハツ Ｂ３級

製 造 元 性 能

経過年数
（年）

防災活動車

トーハツ Ｂ３級

H22.2.24

トーハツ Ｂ３級

ポ ン プ
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所 在 地 敷地面積 延床面積 建設年月

第１部 伊勢原３丁目４番１５号 〔市〕 102.48㎡ 74.00㎡ 平成５年３月

第２部 板戸８１３番地 〔市〕 230.58㎡ 94.64㎡ 平成21年12月

第３部 田中１１５０番地の１ 26.00㎡ 19.83㎡ 昭和47年３月

第４部 池端４５３番地 〔市〕 33.00㎡ 51.88㎡ 平成１年３月

第５部 桜台１丁目３２番２６号 〔市〕 90.54㎡ 79.38㎡ 平成15年３月

第６部 岡崎７０５６番地の１ 〔市〕 62.00㎡ 51.43㎡ 平成３年３月

第１部 大山８９８番地 〔市〕 102.00㎡ 39.55㎡ 昭和52年３月

第２部 子易１６４６番地の１ 130.24㎡ 52.00㎡ 平成２年３月

大山６２３番地の５(待機室) 〔市〕 100.00㎡ 17.60㎡ 昭和63年３月

大山５４１番地の２(車庫) 〔市〕 13.90㎡ 平成６年９月

第１部 西富岡１０７５番地の１ 139.37㎡ 78.26㎡ 平成７年３月

第２部 日向２０５１番地の１ 150.00㎡ 60.01㎡ 平成５年３月

第３部 上粕屋１３４２番地 119.84㎡ 66.30㎡ 平成６年３月

第４部 上粕屋５７４番地 〔市〕 68.00㎡ 51.88㎡ 平成１年３月

第１部 神戸５９６番地の１ 〔市〕 42.83㎡ 49.28㎡ 昭和62年３月

第２部 笠窪１１番地の１ 95.90㎡ 84.14㎡ 平成30年３月

第３部 三ノ宮１４９２番地の１ 66.97㎡ 51.77㎡ 平成３年11月

第４部 善波７３８番地 844.00㎡ 16.80㎡ 昭和50年10月

第５部 白根３３５番地の１ 66.35㎡ 79.38㎡ 平成17年３月

第１部 東成瀬２９番地の２２ 〔市〕 100.11㎡ 78.26㎡ 平成９年３月

第２部 東富岡３５５番地の１ 77.00㎡ 52.00㎡ 平成２年３月

第３部 高森７丁目８７２番地の１ 〔市〕 196.00㎡ 64.80㎡ 平成６年３月

第４部 下糟屋２１６５番地の１〔市〕 135.90㎡ 96.74㎡ 平成25年３月

第５部 下落合１６番地の１ 32.00㎡ 16.80㎡ 昭和48年11月

第１部 下谷９９番地の３ 〔市〕 102.00㎡ 49.99㎡ 昭和45年12月

第２部 小稲葉２２８６番地の４ 81.00㎡ 33.90㎡ 昭和46年10月

第３部 下平間９３９番地 94.07㎡ 41.40㎡ 昭和55年12月

第４部 沼目２丁目６１７番地 150.00㎡ 47.36㎡ 平成14年３月

※ 〔市〕は市有地

第
６
分
団

５－１１　消防団車庫の現況

（令和２年４月１日現在）

第
１
分
団

第
２
分
団 第３部

分 団 名

第
３
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団
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開 催 回 年 度 競 技 種 別 出場分団 地 区 名 成 績

第２０回 昭和４５年度 小 型 ポ ン プ 操 法 第６分団 大 田 優秀賞

第２１回 昭和４６年度 ポ ン プ 車 操 法 第１分団 伊 勢 原 優秀賞

第２２回 昭和４７年度 〃 第２分団 大 山 優秀賞

第２３回 昭和４８年度 〃 第３分団 高 部 屋 最優秀賞

第２４回 昭和４９年度 〃 第４分団 比 々 多 優秀賞

第２５回 昭和５０年度 〃 第５分団 成 瀬 優秀賞

第２６回 昭和５１年度 〃 第６分団 大 田 優良賞

第２７回 昭和５２年度 〃 第１分団 伊 勢 原 優良賞

第２８回 昭和５３年度 〃 第２分団 大 山 優秀賞

第２９回 昭和５４年度 〃 第３分団 高 部 屋 優良賞

第３０回 昭和５５年度 〃 第４分団 比 々 多 優秀賞

第３１回 昭和５６年度 〃 第５分団 成 瀬 優秀賞

第３３回 昭和５８年度 小 型 ポ ン プ 操 法 第６分団 大 田 優良賞

第３４回 昭和５９年度 ポ ン プ 車 操 法 第１分団 伊 勢 原 優良賞

第３５回 昭和６１年度 〃 第２分団 大 山 優良賞

第３６回 昭和６３年度 〃 第３分団 高 部 屋 優秀賞

第３７回 平成２年度 〃 第４分団 比 々 多 優秀賞

第３８回 平成４年度 〃 第５分団 成 瀬 優秀賞

第３９回 平成６年度 〃 第６分団 大 田 優秀賞

第４０回 平成８年度 〃 第１分団 伊 勢 原 優秀賞

第４１回 平成１０年度 〃 第２分団 大 山 優秀賞

第４２回 平成１２年度 〃 第３分団 高 部 屋 優良賞

第４３回 平成１４年度 〃 第４分団 比 々 多 優良賞

第４４回 平成１６年度 〃 第５分団 成 瀬 優良賞

第４５回 平成１８年度 〃 第６分団 大 田 優秀賞

第４６回 平成２０年度 小 型 ポ ン プ 操 法 第１分団 伊 勢 原 優秀賞

第４７回 平成２２年度 ポ ン プ 車 操 法 第２分団 大 山 優良賞

第４８回 平成２４年度 小 型 ポ ン プ 操 法 第３分団 高 部 屋 優良賞

第４９回 平成２６年度 〃 第４分団 比 々 多 優良賞

第５０回 平成２８年度 〃 第５分団 成 瀬 優良賞

第５１回 平成３０年度 〃 第６分団 大 田 優良賞

５－１２　神奈川県消防操法大会出場状況一覧表
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